
 

令和５年第３回 

泉区区づくり推進横浜市会議員会議 

 

令和５年９月６日（水）午後２時から 

泉区総合庁舎４階 ４ＡＢＣ会議室 

 

 

 

 

１  座長選出  

 

 

２  区長あいさつ  

 

 

３  令和５年度泉区個性ある区づくり推進費執行状況    【資料１】 

 

 

４  令和４年度泉区個性ある区づくり推進費事業実績    【資料２】 

 

 

５  令和６年度泉区予算編成の考え方（案）        【資料３】 

 

 

６  その他 

（１）泉区内の道路標示の補修等にかかる対応について（報告）    【資料４】 
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泉区の『区の木』 

資料 １ 



令和５年度泉区予算総括表

１　区分別総括表 （単位:千円）

令和５年度（Ａ） 令和４年度（B）
差引額

（Ａ）-（Ｂ）
備  考

△ 173

(△0.18%)

△ 1,297

(△3.36%)

23,830

(3.87%)

22,360

(2.98%)

２　内訳
（単位:千円）

令和５年度（Ａ） 令和４年度（B）
差引額

（Ａ）-（Ｂ）
主な事業

4,452
(19.91%)

△ 1,222
(△4.96%)

△ 4,295
(△12.24%)

892
(6.55%)

△ 173

(△0.18%)

（単位:千円）

令和５年度（Ａ） 令和４年度（B）
差引額

（Ａ）-（Ｂ）
備  考

△ 1,084
(△4.92%)

△ 213
(△1.28%)

△ 1,297

(△3.36%)

（単位:千円）

令和５年度（Ａ） 令和４年度（B）
差引額

（Ａ）-（Ｂ）
備  考

4,444
(2.93%)

1,420
(3.72%)

6,632 地区センター（４か所）
(4.34%) 集会所（しらゆり）

591 こどもログハウス（いずみ台公園）
(6.88%)

4,889 区民文化センター（テアトルフォンテ）
(4.65%)

1,642 老人福祉センター（泉寿荘）
(4.29%)

1,943 コミュニティハウス（８か所）
(2.94%)

2,269 スポーツセンター（泉スポーツセンター）
(5.16%)

0 子供の遊び場（７か所）
(-) 町のはらっぱ（６か所）、スポーツ広場（１か所）

0
(-)

23,830

(3.87%)
計 640,104 616,274

９　広場・遊び場 1,209 1,209

10　区庁舎・区民利用施設修繕費 10,000 10,000

７　コミュニティハウス 68,049 66,106

８　スポーツセンター 46,269 44,000

５　区民文化センター 110,113 105,224

６　老人福祉センター等 39,922 38,280

３　地区センター等 159,420 152,788

４　ログハウス 9,182 8,591

２　公会堂 39,593 38,173

（３）区庁舎・区民利用施設管理費

区　分

１　区庁舎、土木事務所等 156,347 151,903

２　統合事業費 16,403 16,616 広報よこはま泉区版の発行や市民相談、各種委員の活動費

計 37,334 38,631

（２）統合事務事業費

区　分

１　統合事務費 20,931 22,015 生活保護や戸籍・住民登録等に係る事務費

施策４　ささえあおう！　健やかなまち 14,507 13,615

・泉わくわくプラン推進事業
・泉区地域包括ケア推進事業【重点】
・障害児・者社会参加促進支援事業
・妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援充実事業【重点】

計 95,525 95,698

施策２　はぐくもう！地域の力 23,429 24,651

・地域力支援事業【重点】
・商店街振興支援事業
・脱炭素化推進事業
・ごみ減量化推進事業

施策３　まもろう！暮らしの安全・安心 30,781 35,076
・防災対策事業【重点】
・防犯対策推進事業
・交通安全対策推進事業

・定住・転入促進事業【重点】
・相鉄東急相互直通線・ゆめが丘大規模集客施設関連事業
・農を生かしたまちづくり事業
・いずみ文化振興事業

（１）自主企画事業費

　施　策

施策１　とどけよう！いずみの魅力 26,808 22,356

区庁舎・区民利用施設管理費 640,104 616,274

計 772,963 750,603

自主企画事業費 95,525 95,698

統合事務事業費 37,334 38,631

 １
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令和５年度 泉区個性ある区づくり推進費自主企画事業 執行状況 

（予算額（千円））  

 

 

 

  

施策１ とどけよう！ いずみの魅力（７事業） 

（２６,８０８千円）（Ｒ４年度：２２,３５６千円） 

１ 定住・転入促進事業 重点 Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

区政推進課 ４，８７５千円 ７，５１２千円 

相鉄・東急新横浜線の開通や泉ゆめが丘開発の推進など、利便性が向上する好機を捉え、泉

区内の方々には「泉区に住み続けたい」、市外を含む泉区外の方には「住むなら泉区」と感じて

もらうため、戦略的なプロモーションと居住地として選ばれる魅力づくりを進めます。 

 これにあたり、区役所・区民・事業者・学校など、泉区に関わる多様な主体と連携して、多

方面から泉区の魅力をとらえ発信していきます。 

 

(1) 戦略的なプロモーション（２，７９５） 

交通アクセスや子育て環境、緑や水に恵まれた生活環境等の泉区の魅力を効果的にＰＲ

するため、特設ＰＲサイト「いずみくらし」やＳＮＳ広告、いずみくらし冊子等、様々な

媒体を活用して発信します。 

ジョイナステラス二俣川デジタルサイネージでの動画放映：３月 16 日～４月 15 日 

区の魅力発信カレンダーの掲示、公開（４月） 

ゆめフェスブース出展：５月 13 日（雨天中止）、５月 14 日 

いずみ野マルシェブース出展：６月 18 日 

ＳＮＳの活用：４月～７月 

 

(2) 多様な主体との協働による魅力創出（２，０８０） 

泉区内外の多くの方々に泉区に愛着と関心を持ってもらうため、区民を始めとする多様  

な主体とともに泉区の魅力を発信します。 

ア 区民等地域ライターが多様な視点で泉区を取材して、地元ならではの魅力を掘り起こ 

し、発信します。                     （ライター募集：９月） 

イ ＳＮＳフォロワー等交流会など「泉区ファン」同士のネットワークの強化を図る取組を

引き続き実施し、泉区に関わる多様な主体が連携して相乗効果を発揮する情報発信を図り

ます。 
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コラム① 定住・転入促進事業 

 

【区局連携したＰＲについて】 

 横浜市では、令和元年から人口減少が始まった状況などを踏まえ、市の施策として「居

住地としての横浜」の魅力をＰＲすることが必要となっています。 

 泉区では、平成22年をピークに人口減少傾向にあり、平成29年度からシティセールス

プロモーションを進めてきました。 

 そこで、これまでの泉区の取組も踏まえ、昨年度、市全体で「居住地としての横浜」の

魅力をPRするプロモーションの展開を政策局に提案しました。 

現在、政策局を中心に区局が連携して次の取組を進めています。 

 

①プロモーション検討体制の構築 

  子育て世代をメインターゲットとして、市として居住促進を図るシティプロモーショ

ンの検討体制が構築されました。 

区も参画しながら、市内への転入・定住意欲を喚起するプロモーションの検討を進め

ています。 

 

②「横浜移住サイト」の構築 

今年８月に、居住地としての横浜の魅力をＰＲするプロモーションサイトが公開され

ました。 

市内各エリアの魅力情報や、子育て支援情報、交通アクセス情報等、横浜での暮らしの

魅力が包括的に掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     横浜移住サイト トップページ        エリア紹介（泉区）ページ 

    

「横浜移住サイト」から泉区特設ＰＲサイト「いずみくらし」への導線が構築されたこ

とで、より多くの市内外の方に泉区を知っていただく機会ができました。 

今後も、泉区の魅力を集約して発信している「いずみくらし」への流入を図り、泉区内

への定住・転入を促進するため、市内外へサイトの周知を進めます。 

 

引き続き、泉区独自のシティセールスプロモーションを行うほか、区局が連携して 

相乗効果を発揮しながら、効果的な魅力発信を行い、泉区が居住地として選ばれることを

目指します。 
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２ 相鉄東急相互直通線・ゆめが丘大規模集客施設関連事業 Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

新規                   区政推進課 ５，０００千円 ０千円 

令和５年３月の相鉄・東急新横浜線の開通や、令和６年夏のゆめが丘大規模集客施設の開業

を踏まえ、相鉄グループ等と協働してゆめが丘を起点とした泉区の魅力発信や賑わいの創出、

新たな街への機運醸成を図ります。 

これらをいずみ野線沿線や区全体の更なる魅力の向上につなげ、居住地として選ばれるまち

づくりを進めます。 

 

(1) ゆめが丘大規模集客施設開業等関連イベント（５，０００） 

相鉄グループや地域の皆様と連携して、泉区で活動する人たちや、食・自然・人・伝統

文化などの泉区の魅力を発信し、泉区内外の方々に「泉区を知ってもらう、さらに好きに

なってもらう」イベント（ゆめフェス 2023）を開催しました。 

ゆめフェス 2023：５月 14 日(日) 

来場者数：約 3,500 人    

泉区ブースアンケート回答数：320 

（※５月 13 日（土）は、雨天中止） 

 

  

大規模集客施設「ゆめが丘ソラトス」完成予想パース図 
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３ いずみ文化振興事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

地域振興課 ３，６１０千円 ３，５８６千円 

泉区の文化振興を図るため、区内の文化団体による作品等の創作、展示、発表の活動を支援

するとともに、泉区における伝統文化の保存・普及・継承の取組を推進します。 

 

(1) 文化振興事業（８６０） 

ア 泉区民文化祭 

文化振興委員会の活動、新規団体や個人参加者の募集等を支援します。 

（10 月２日～11 月４日のうち 18 日間） 

イ 区民ホール事業 

文化振興委員会等の団体が区民ホールで実施する作品展示や音楽などの発表を支援し 

ます。                             （５月～３月）  

 

ウ 泉つるし飾り展 

泉区の歴史的な区民手作りのつるし飾りを、区民ホールに展示します。 

また、併せて天王森泉館などの区内施設にて同時期に開催する、「つるし飾り展」の 

広報を行います。                                    （２月９日～16 日） 
 

(2) いずみ伝統文化保存事業（２，７５０） 

泉区の伝統文化である「横浜いずみ歌舞伎」「太鼓・お囃子」「相模凧」の保存・普及・ 

継承を図る泉伝統文化保存会の活動を支援します。 

また、区の魅力発信及び当該事業の周知を目的として、主に横浜いずみ歌舞伎公演の開

催時期等に合わせて広告を展開します。  

いずみ相模凧揚げ会：５月５日、１月 

太鼓・お囃子フェスティバル：６月 18 日 

横浜いずみ歌舞伎公演：10 月 14 日、15 日 

相鉄等での広告掲出：９月～10 月 

横浜いずみ歌舞伎衣装・小道具展：10 月 10 日～12 日 
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４ 農を生かしたまちづくり事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

区政推進課 ９０９千円 １，２０９千円 

泉区の地域資源である農について、区民が理解を深め、活動に関わっていくための取組を推

進します。 

 

(1) 農産物を生かしたまちづくり事業（５２５）  

地産地消への理解を深め、実施してもらうための取組として、特設ＰＲサイト「いず

みくらし」で区内の直売所及び収穫体験農園の情報を発信するとともに、地産地消に取

組む区内飲食店の情報を泉区版よこはま地産地消サポート店紹介冊子「泉味めぐり」等

で紹介します。       いずみくらしサイト掲載の地産地消マップの更新：９月  

「泉味めぐり」改訂版発行：１月 

 

(2) 農の活動推進事業（３８４） 

ア  援農団体の活動支援をすることで、高齢化や担い手不足に悩む農家の支援につなげます。

イ 泉区の農・地産地消をテーマにした企画を実施することで、市内外の多くの人が泉区の

重要な地域資源である農に関心を持ち、身近に感じられる機会を作ります。 

農業応援隊と連携した農講座等の企画：秋 

地産地消マルシェ：11 月 26 日 

 

  

○ 援農コーディネーター支援事業【環境創造局事業】（１００） 

労働力が不足している農家と、農家への手伝いを希望している市民を結びつける、援

農団体の活動を支援します。 

○ 身近に農を感じる地産地消の推進事業【環境創造局事業・区配】（６００） 

地産地消のＰＲや情報発信を通じて、市民が地産地消を身近に感じられる取組を推進 

します。      （よこはま地産地消サポート店等への取材：年５件（１件取材済）） 
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５ 水・緑・みち魅力づくり支援事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

区政推進課、土木事務所 １，８５５千円 １，９８１千円 

泉区の歴史と文化を育んできた河川や緑環境を、地域団体等と連携し地域資源として活用

することにより、泉区の魅力を創出します。あわせて、道路・公園・水辺で活動する愛護会

等の活動や交流を支援します。 

 

 (1) 愛護会活動支援（１，０５０） 

和泉川や立場駅前広場等で活動する団体に花苗等の提供や熱中症対策支援を行うととも

に、草刈り等の活動を支援するため機材の貸与などを行います。 

四ツ谷湧水における花苗提供      ：６月 18 日、10 月 

和泉遊水地における菜の花種まき  ：10 月      

立場駅前交通広場における花苗提供：５月 31 日、９月下旬、12 月 

 

(2) 愛護会交流支援（５０５） 

公園愛護会、水辺愛護会、ハマロード・サポーター相互の交流を促進するため、視察会

や交流会を開催します。 

視察会：９月 29 日 

交流会：１月  

 

(3) 緑環境保全活動支援（３００） 

地域資源のひとつである貴重な緑環境を守る活動を支援します。 
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６ 深谷通信所跡地等活用事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

区政推進課 ６，７０７千円 ５，８０６千円 

深谷通信所跡地において、区民が利用できる区域を広場として開放するとともに、広場利

用を促進する取組を行います。また、跡地利用等に関して、地域の意見・要望の調整等を行

います。 

 

(1) 広場等管理運営（６，５３６） 

跡地内の一部区域を区民が利用できる広場として開放し、定期的な草刈りを実施すると

ともに、日常的な管理運営を行います。また、多くの区民に利用してもらえるよう、広場

の活用をＰＲするためのイベント等の取組を実施します。 

草刈り：年６回（３回実施済）  

イベント開催：11 月 11 日      

(2) 協議会運営支援（１７１） 

跡地利用等に関する協議、情報提供、地域の意見・要望の調整を行う泉区深谷通信所返

還対策協議会の運営を支援します。 

 

  

○ 跡地利用推進事業【政策局事業】（２６，０００） 

跡地利用の具体化に向けて検討を進めるとともに国有地処分の準備を行います。 

また、暫定利用期間中の本市管理区域の維持管理を行います。 

 

○ 深谷通信所跡地利用関連道路計画検討事業【道路局事業】（２０，０００） 

    外周道路や、外周道路と環状３号線・環状４号線を結ぶ連絡道路の整備に関する検討、

手続き等を進めます。 

 

○ 大規模施設跡地墓地整備事業【健康福祉局事業】（８３，０００【全市】） 

  深谷通信所跡地での公園型墓園の整備に関する調査、手続等を進めます。 

 

○ 米軍施設跡地の公園の事業推進【環境創造局事業】（１００，０００） 

  深谷通信所跡地での公園整備に関する検討、手続き等を進めます。 
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７ 広報事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

区政推進課 ３，８５２千円 ２，２６２千円 

「伝わる」広報を実践し、区民の行動変容につなげるため、ホームページや定期刊行物、 

ＳＮＳ、地域メディア等の各種媒体を効果的に活用し、区民に行政情報や地域・生活情報、 

区の魅力等を適時的確に情報発信します。 

 

(1) 泉区ホームページ事業（１７８） 

区ホームページを通じて区政に関する情報を発信します。また、ホームページと連動し

たＳＮＳの活用を進めます。 

 

(2) 泉区生活・防災マップ作成事業（１，４５８）拡充 

区内の町区域や各種施設などを網羅した生活地図と地域防災拠点などの防災地図をまと

めた「生活・防災マップ」を作成・発行します。今年度より、精度の高い地図を利用し、

利便性の高い冊子とするため、サイズや折り方、掲載情報を更新します。   （３月） 

 

(3) 泉区生活便利帳作成事業（４４５） 

区民に必要な生活情報をまとめた「泉区生活便利帳」を改訂し発行します。 （３月） 

 

(4) 泉区広報戦略事業（１，７７１）拡充 

区民の必要とする情報を戦略的に情報発信すべく、地域メディアと連携して情報発信し

ます。また、区民と一体となった情報発信のため、「＃住むなら泉区」ロゴマークの普及を

進めます。              地域メディアと連携した情報発信：年６回  

「＃住むなら泉区」ロゴマーク掲示等：７月 

  

○ 広報よこはま発行事業【統合事業費】（７，５５６） 

・「広報よこはま」発行事業 

「広報よこはま泉区版」を、市版との一体感を保ちながら、編集・発行し、全世帯

配布に取り組みます。 

・「いずみ福祉保健センターからのお知らせ」発行事業 

   福祉保健センターで実施する健診・相談などの事業について、年間日程などを掲載

した「いずみ福祉保健センターからのお知らせ」を年１回「広報よこはま」３月号と

あわせて配布します。 
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○ 地域交通サポート事業【都市整備局事業】（８７，１９０＜全市＞） 

地域にふさわしい交通サービスの実現に向けた地域主体の取組みに対して、関係者と調 

整しながら活動経費助成や調査の実施支援等を行います。 

○ 泉ゆめが丘地区土地区画整理事業【都市整備局事業】（１，０００） 

整備効果を検証する準備として、交通量調査等を行います。 

○ 横浜市民の読書活動推進事業【教育委員会事務局区配】（１００） 

第二次泉区読書活動推進目標を軸として、会議やイベントを通じ、関係者（図書館、学 

校、区内読書関連施設、区役所）間の連携を図りながら、読書に親しむきっかけづくりを推

進します。 

○ 緑地保全制度による指定の拡大・市による買い取り事業【環境創造局事業】 

（６，９３４，７５０＜全市＞） 

区内のまとまりのある樹林地の保全を進めます。 

○ ガーデンシティ横浜の推進（各区連携）【環境創造局区配】（２，０００） 

  花壇の設置、地域やイベントとの連携により、区民が花や緑に親しむ機会を増やす取組 

を行います。 

○ 持続可能な住宅地推進プロジェクト【建築局事業】（２，５００） 

市民や企業等と協働・連携し、相鉄いずみ野線各駅で、魅力的な地域資源を活かしたま

ちづくりを進めます。 

○ 国際園芸博覧会推進事業【都市整備局区配】（２，１００） 

  ２０２７年国際園芸博覧会の認知度向上・機運醸成につながる取組を進めます。 
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施策２ はぐくもう！地域の力（11 事業） 

（２３，４２９千円）（Ｒ４年度：２４，６５１千円） 

１ 地域力支援事業 重点 Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

区政推進課、福祉保健課 ６，４９７千円 ５，９０６千円 

持続可能な地域活動が行われるよう、活動の基盤となる地域活動団体への支援とともに、担

い手不足、担い手の固定化の解消に向け、現役世代を含めた様々な世代の地域活動参加を促進

します。また、地域での多様な課題解決に向けて、泉区地域協議会や地区経営委員会等の運営

支援、地域支援に携わる職員の育成を実施します。 

 

(1) 泉区地域協議会運営支援（５７４） 

泉区全体に関わる課題などに対する意見・提案、地域の課題解決に関する情報交換など

を行う泉区地域協議会の運営支援を行います。   

課題検討テーマ「地域協議会の今後のあり方について」 

定例会：６月 22 日、２月 

部会：７月 13 日、９月、10 月、11 月、12 月、１月 

 

(2) 新たな担い手の発掘（６６０）新規 

小中学生の頃から地域活動に興味・関心をもって参加してもらえるよう、子どもと地

域・活動団体をつなぐボランティア制度「泉わくわく応援隊」を構築し、地域活動の活性

化や多世代の交流につなげます。 

今年度はモデル実施として、学校の夏休みに合わせて８月頃から、中川、緑園、下和泉

の３地区で実施しています。                        

（活動団体登録受付開始：７月、モデル実施開始：８月） 

 

(3) 地域活動コーディネーター等派遣（６００） 

地域の課題解決に向けた取組を支援するため、区内の地域活動団体へ地域活動コーディ

ネーター等の派遣を行います。                 （５～７月：２回） 

 

(4) 地区経営委員会活動費用助成（３５０） 

地区経営委員会が行う地域課題解決の取組を支援するため、各地区経営委員会の運営支

援や地域運営補助金の交付を行います。 

 

(5) 地域支援担当職員育成（３００） 

地域支援に従事する職員等に対する研修を実施し、地域支援に必要なスキル・ノウハウ

の習得や総合調整力の向上を図ります。 また、国勢調査結果を活用した泉区地域分析結果

を地域支援に活用します。                

（地域支援研修：４月 11 日、５月 24 日、５月 25 日、11 月） 
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(6) 団体向け魅力向上講座（４００）新規 

地域活動団体の課題である担い手不足の解消に向けて、各地区の単位自治会・町内会に対

して次世代が参加したくなる魅力ある団体運営について学ぶ講座を実施します。 

 

(7) いっずんサポート補助金（地域課題解決支援事業補助金）（３，０００）新規 

区内で自主的に活動している団体が実施する地域の課題解決や活性化につながる取組に

対し、補助金を交付します。       

  説明会：５月 22 日、11 団体参加 

申請期間：６月１日～30 日 

申請団体数：13 団体 

(8) 地域力支援事務費（６１３） 

地域力支援事業の推進にかかる消耗品の購入等を行います。 

 

  

○ 地域の担い手応援事業【市民局区配】 

いずみ区民活動支援センターと連携し、地域の課題解決やまちの魅力づくりを学び合う講座

を行う「地域づくり大学校」を実施し、泉区の特色を生かしたカリキュラムを通じて、地域活

動の人材発掘・育成を図ります。                （講座開催：６～９月） 
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コラム② 地域力支援事業 ～「泉わくわく応援隊」のモデル実施を開始しました！～ 

【取組の趣旨】 

「泉わくわく応援隊」では、子どもたちが、気軽に、 

継続的に身近な地域活動へ参加し、活動のお手伝いを 

することで、地域の中で子どもが活躍できる仕組みづ 

くりを検討しています。 

地域にとっては、子どもたちの参加による多世代交 

流や活動の活性化、子どもにとっては、地域や誰かの 

役に立っているという達成感につながることが期待で 

きます。また、子どもの活動を通じて保護者にも、 

地域で行われている様々な活動への興味・関心につな

げていきます。 

 

 【モデル実施の内容】 

   令和５年８月から、小学５年生から中学３年生を対象に、中川、緑園、下和泉の３地

区でモデル実施を開始しました。地域のお祭りなどのイベントのお手伝いに参加してく

れた子どもたちに「泉わくわく応援隊」の隊員証や活動記録簿などをお渡しします。さ

らに、活動するごとに活動記録簿に貼るポイントシールを付与し、ポイント数に応じた

景品をプレゼントします。 

モデル実施を通じて、子どもたちが継続的に参加し、幅広く地域の方にもご協力いた

だけるような事業となるよう、活動の参加者や地域活動を運営する方々からのご意見を

伺いながら、泉区内全地区展開に向けた検証を進めていきます。 

 

  

泉わくわくプラン 

推進キャラクター 

いずちゃん 

泉わくわく応援隊の活動の様子（下和泉地区 サマーフェスティバル） 

参加者へ配布する「隊員証」「活動記録簿」「ポイントシール」「バンダナ」 
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２ 商店街振興支援事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

地域振興課 １，４６２千円 １，４６２千円 

区内商店街の振興や賑わいづくりを支援し、商店街活性化に向けた取組を展開します。 

(1) 商店街振興・賑わいづくり事業（１，４６２） 

商店街との意見交換会などを通じ、賑わいづくりに向けたイベントやプロモーションの取

組を行います。また、賑わいづくりと商店街の活性化に向けたイベントとして、泉区商店街

連合会加盟の飲食店による、「いっずんカレー」及び「いっずんハロウィン（スイーツ）」等

を行います。               いっずんカレー：７～８月、17 店舗参加 

いっずんハロウィン（スイーツ）：10 月） 

 

 

 

３ 多文化共生推進事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

地域振興課、こども家庭支援課 ２，０３０千円 ２，１２０千円 

多様な文化を持つ人々がお互いを尊重し、外国籍等区民が地域の構成員として地域活動に参

加しながら協働の地域づくりを進めることができるよう支援します。 
 

(1) 多文化共生のまちづくり推進事業（５９０） 

多くの外国籍等区民が暮らすいちょう団地地区において、地域と協働し、自主的・自立的

に取り組む住民の交流会や懇談会、多言語による日常生活等に係る情報提供等を支援します。 
 

(2) コミュニケーション支援事業（１，０７２） 

ア 多文化共生コーナーの認知度を高め、外国籍等区民が、生活に必要な情報を得られるよ

う、多言語の生活情報紙「泉区リビングガイド」や行政からのお知らせのほか、各種手続

案内等について情報発信を行います。    （「多文化共生レター」の発行：８月、２月） 

イ 地域の方を対象に、日本語の習得やライフスタイル、文化の理解等をサポートするなど 

地域で気軽にコミュニケーションがとれるよう、「多文化共生入門講座」を開催します。 

（12 月） 

ウ 外国籍等区民を対象に、日常生活に支障のないレベルの日本語能力の習得を目指した日 

本語教室を開催します。また、多文化入門講座の参加者と交流する機会を設けます。 

（９月～２月、20 回） 

 

 

 

 

(3) 外国籍等区民への子育て支援事業（３６８） 

外国籍等区民が安心して出産・育児をできる環境を整備し、サポートします。 

ア 妊娠中から必要な支援を把握し、安全な出産を迎えるサポートの実施及び乳幼児健診

後のフォローや個別心理対応が必要となった児童を対象に通訳が同行・同席し、きめ細

やかな子育て支援を行います。＜ベトナム語・中国語＞    （１回（ベトナム語）） 

イ 北上飯田保育園において、地域の外国籍親子への支援として日本の文化にふれあい、

親しみを持っていただきながら居場所を提供する子育てサロンを開催します。 

（年 40 回：15 回開催済、６人） 

○ 商店街活性化イベント助成事業【経済局区配】（３３，０００＜全市＞） 

商店街が実施するイベント事業を支援し、地域と商店街のふれあいを深め、商店街の

賑わいの創出及び活性化を図ります。 

○ いずみ多文化共生コーナー【国際局区配】（４２） 

多文化に関する情報を収集し、外国籍等区民に対して情報提供、各種窓口の紹介等を行

う国際交流ラウンジ「いずみ多文化共生コーナー」を運営します。 
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４ 区民活動支援センター事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

地域振興課 １，２５４千円 １，２７２千円 

区民の活力ある諸活動の推進や、自治会町内会の課題解決に向けた活動の支援を図るため、

いずみ区民活動支援センターにおいて、地域活動や生涯学習に関する情報提供・相談、多様な

地域の人材の発掘・活用、地域活動を行う個人・団体への活動支援等を行います。 

 

(1) 区民活動支援センター運営事業（７３４） 

ア 区民活動に関する相談業務を実施し、学習機材等を貸出します。        

イ 区民活動支援センターの認知度を高め、事業内容を広報するため、区民活動情報紙「セ

ンターだより（いずみ区民活動支援センター情報誌）」等を発行します。 

（６月、９月、１月） 

ウ 区民活動団体の広報を支援するため、人財バンク登録者の展示会や発表会を区民ホール

等や区内の施設で開催し、活動内容を紹介します。                         （３月） 

エ 区民利用施設ネットワーク会議を開催し、自主企画事業の事例や企画立案に向けた課題

等の情報共有を行います。                                            （12 月） 

 

(2) 生涯学習・地域活動支援事業（５２０） 

ア 地域の力を地域のまちづくりにつなげるため、ボランティアやサークル活動団体、個人

の「泉区人財バンク」への登録・利用を促進します。また、併せて登録データをホーム

ページで公開し、地域での活躍の機会を提供します。                        

イ 自治会町内会や区民活動団体等が地域まちづくりの推進に必要となるノウハウの習得や

スキルアップを支援するため、地域活動実践講座を実施します。併せて、地域活動団体の

運営面での課題解決に向けた取組や、区民のまちづくりについてのコミュニケーション等

を促進し、区民と団体や団体と担い手などのマッチングの場や機会の提供を行い、区民活

動を促進します。                                 

ウ 区民の生涯学習や地域活動へのきっかけづくりのため、人財バンク登録者による講座や

区民活動団体の体験会を実施します。                   （10 月） 
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５ 自治会町内会振興事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

地域振興課 ２，４４９千円 ２，４４９千円 

住みよいまちづくりに貢献している自治会町内会活動を振興するため、行政情報等の提供を

進めます。また、自治会町内会長や役員に対する表彰等を行い、敬意と感謝の意を表するとと

もに、自治会町内会の掲示板やホームページを活用した情報発信の取組を支援します。 

 

(1) 自治会町内会交流推進事業（２，０９９） 

掲示物などの行政情報等を自治会町内会へ送付します。 

地域活動に貢献された自治会町内会長に対して感謝会にて表彰を行い、謝意を表します。

また、自治会町内会の役員に感謝状を贈呈しました。 

・自治会町内会長永年在職者表彰：３月 

・連合自治会町内会役員等永年在職者表彰： 

４月～５月、８連合 45 人 

 

(2) 自治会町内会掲示板整備補助事業（３００） 

自治会町内会の掲示板の新設・補修等の整備工事費の一部を補助します。 

 

(3) 自治会町内会ホームページ作成支援事業（５０） 

自治会町内会がホームページを作成する上での諸問題の解決に向けた支援を行います。 

（ホームページ開設：64 団体） 

 

  

○ 地域活動推進費補助金交付事業【市民局区配】（４４，４４９） 

自治会町内会、地区連合自治会町内会等が実施する環境美化、防災・防犯活動等の公益的

活動に対する経費の一部を補助します。 

○ 自治会町内会館整備費補助事業【市民局区配】（４，２５０） 

自治会町内会館の新築や増改築、耐震補強工事、修繕等に対する経費の一部を補助し、

事務手続きなどを支援します。 

（Ｒ５年度工事／耐震補強工事：和泉町さつき会） 
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６ 区民スポーツ振興事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

地域振興課 １，７４８千円 １，７４８千円 

区民の健康志向の高まりに併せて、スポーツの振興を図るため、地域のスポーツ振興団体や

スポーツ大会、教室を実施する団体へ支援します。また、地域資源を活用したスポーツ振興イ

ベントを開催し、区民がスポーツに取り組むきっかけになる事業を実施します。 

 

(1) スポーツ振興団体支援事業（１，１６０） 

泉区スポーツ協会が行っている各種スポーツ大会や教室、また、区民参加型のスポーツ

フェスティバル開催への支援を行い、泉スポーツセンターと連携しながら、地域スポーツ

の運営を強化します。 

 

(2) 地域資源を活用したスポーツ振興啓発事業（５８８） 

区民が心身ともに健康に、生き生きとした生活を送れるよう、スポーツに親しむきっかけ

づくりの一環として、区民参加型のスポーツイベントを開催します。   （11 月 11 日） 

 

 

  

○ スポーツ推進委員支援事業【統合事業費】（３，３２４） 

市委嘱のスポーツ推進委員が行うスポーツ振興や啓発事業等の活動を支援します。 
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７ ごみ減量化推進事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

地域振興課 ２，６２５千円 ２，２８４千円 

更なるごみ減量と脱炭素化に取り組み、豊かな環境を次世代に引き継ぐため、「ヨコハマ

３Ｒ夢
ス リ ム

プラン」に基づき、市民・事業者の皆様による自主的で自分らしい３Ｒ夢行動を大切に

しながら、横浜らしい循環型社会に向けて、ごみの減量化、温室効果ガス削減を推進しＳＤＧs

につなげます。 

 

(1) ごみ減量化活動支援事業（２，６２５）拡充 

ア 地域が主体となって取り組むごみの減量化推進や集積場所周辺の環境美化等の活動に

対する補助金を、連合自治会町内会（12 地区）に交付します。 

イ 「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」の推進に向けた啓発物品等の作成や、大学や商店街と協働

した動画制作やスポＧＯＭＩ開催などの啓発活動を進めていきます。 

＊スポＧＯＭＩとは、時間内にチームでエリア内のごみを拾い、ごみの量と種類をポイント

にして競うスポーツです。                             （スポＧＯＭＩ：８月５日） 

ウ 自治会・町内会、地域団体、小学校・保育園等を対象に、出前講座や地域イベント等

を通して３Ｒ行動の普及・啓発を進めます。                 

エ 商業施設等と連携し、継続的な啓発活動・キャンペーン等に取り組みます。  

オ きれいな街づくり、「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」の推進、緑化の推進に功労のあった個人

及び団体を表彰します。                       （５月 24 日） 

 
 

 

  

○ クリーンタウン横浜事業【統合事業費】（８３８） 

 清潔できれいな街ヨコハマの実現に向け、美化推進重点地区において、定期清掃及び啓

発活動を実施します。                   （年 96 回：29 回実施済） 
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コラム③ ごみ減量化推進事業 ～スポ GOMI 大会 in 泉区～ 

幅広い世代の方に街の美化や環境について関心を持ってもらうため、ごみ拾いをスポーツとし

て楽しむ「スポGOMI」大会を、フェリス女学大学エコキャンパス研究会と協働して初めて開催

しました。 

また、⼀般社団法⼈Ｆ・マリノススポーツクラブにご協⼒いただき１位のチームには横浜Ｆ・
マリノスの選⼿のサイン⼊りグッズを提供しました。 
 

【開催概要】 

開催日時：令和５年８月５日（土）10時から12時 

場  所：和泉遊水地３池 

     （競技エリアは泉区役所周辺約1.5㎞） 

参加者数：11チーム40人 

ごみの総量：22.18㎏ 

 

【イベントの様子】 

  

アンケートの結果、参加者全員から「楽しかった」という回答をいただきました。 

今後も区民の皆様に街の美化や環境に関心を持っていただき、きれいで住みやすい街を皆様

と作ることで、泉区が居住地として選ばれるまちづくりを進めていきます。 

当日は熱中症アラートが発令されたため、熱中症

対策として競技時間を本来の 60 分から 45 分に 

短縮して開催しました。 

 最年少は４歳、最年長は 61 歳と幅広い年齢の

方々が集まり、元気いっぱい、周辺エリアのごみ 

拾いに熱中しました。 

競技中の様子 表彰式後の記念撮影 
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８ 脱炭素化推進事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

区政推進課 ９２４千円 ９９０千円 

脱炭素社会形成のため、区内大学や小学校等と連携しながら、キャンペーンの実施や各啓発

イベントへの出展等により区民の理解促進を図ります。 

 

(1) 脱炭素化理解促進事業（７２４） 

区民が脱炭素社会の形成への理解を深められるよう、区独自の啓発リーフレット「泉区

版環境読本」を活用した啓発を行います。また、各種イベントにおいて脱炭素化理解促進

のための出展を行います。加えて、未来を担う子どもたちの学びのきっかけとなるよう、

脱炭素化行動の啓発キャンペーン「泉区サマーＥＣＯチャレンジ」を区内小学校と連携し

て実施しました。 

（泉区サマーＥＣＯチャレンジ：７月 21 日～８月 31 日） 

(2) 区内大学との協働による脱炭素化行動啓発事業（２００） 

区内大学との協働により、若者世代とともに取り組むことで、区民目線での身近な脱炭

素化行動を啓発します。 

 

９ 地域で育むいずみっこ応援事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

地域振興課 ８００千円 ６７６千円 

地域の大人と子どもたちの交流の機会を設け、大人と子どもの顔と顔のつながる関係づくり

を支援します。また、学校や地域が一体となって、子どもたちの地域への愛着やふるさと意識

を育み、将来の泉区を担う子どもを健やかに育てるまちづくりを目指します。 

 

(1) 地域で育むいずみっこ応援事業（８００）拡充 

   地域で活動している団体が、継続的に実施する子どもたちの居場所づくりや子ども同士

及び子どもたちと大人たちとの交流・体験等を通じて、自主性や社会性を育む活動を支援

します。                          

交付決定団体：５団体 

二次募集：５月～９月 

 

 

○ 学校・家庭・地域連携事業【統合事業費】（１，２３５） 

学校、家庭と自治会町内会等地域が中学校区単位で連携し、吹奏楽部やマーチングバン

ドの地域イベントでの演奏や地域の美化活動等の実施を通じて、青少年を育成する活動を

支援します。 

○ 青少年指導員事業【統合事業費】（１，６７１） 

青少年の健全育成促進のため、泉区青少年指導員協議会の活動を支援します。 

                 （全員研修会：６月 12 日、101 人） 
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１０ 窓口案内ボランティア事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

区政推進課 ６４０千円 １，１４４千円 

公募の区民ボランティアが区庁舎正面玄関で来庁者に挨拶や案内をすることにより、親しみ 

やすい区役所をつくります。また、区民視点から窓口応対や行政サービスについてのご意見、

ご提案を伺い、区役所の業務改善につなげていきます。 

 

(1) 窓口案内ボランティア事業（６４０） 

窓口案内に加え、定例会議や研修会などを実施します。 

（定例会議：年２回、研修会：５月８日・９日） 

 

１１ 泉区民ふれあいまつり支援事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

地域振興課 ３，０００千円 ３，０００千円 

泉区に対するふるさと意識、区民の連帯意識を醸成するため、泉区民ふれあいまつりの開催

を支援します。 

 

(1) 泉区民ふれあいまつり支援（３，０００） 

泉区民ふれあいまつりを実施する泉区民ふれあいまつり実行委員会の活動を支援します。 

                               （泉区民ふれあいまつり：11 月３日） 
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施策３ まもろう！暮らしの安全・安心（７事業） 

（３０，７８１千円）（Ｒ４年度：３５，０７６千円） 

１ 防災対策事業 重点 Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

総務課、福祉保健課、高齢・障害支援課、生活衛生課 ７，７３５千円 ８，０２２千円 

地域や関係機関との連携を強化し、震災風水害対策に一層取り組みます。 

特に、地域における自助・共助の取組への支援を積極的に行い、地域防災活動の活性化及び

地域防災の担い手の確保・育成を図ります。 

 

(1) 地域防災の担い手支援事業（３，７２５） 

若い世代の防災意識を高め、地域防災活動への参加を促進することを目的としたイベン

トを実施します。また、地域における自助・共助の取組への支援を積極的に行い、地域防

災活動の活性化及び将来にわたる地域防災の担い手の確保・育成を図ります。 

ア 区民の自助・共助による防災・減災の取組を推進するため、地域や防災関係機関と連

携した防災フェアを実施します。ゲーム感覚で防災に関する知恵や技術を学べるプログ

ラムなど親しみやすいコンテンツを活用して、幅広い世代に対し防災活動への参加を促

進します。                              （11 月） 

イ 新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けの変更を契機に、体験型防災アト

ラクションや小学生を対象とした防災出前講座等を実施し、若い世代の防災意識向上を

図ることで、自発的な地域防災活動への参加へとつなげ、地域防災の担い手確保・育成

を図ります。                      （体験型防災アトラクション：12 月） 

ウ 「災害に強い地域づくり」を推進するため、町の防災組織等を対象とした集合研修を

実施しました。                    （８月４日、５日、６日） 

エ 各地域の特性や課題に応じた防災活動の取組支援を行うため、地域からの要請による

防災出前講座や防災まち歩き、防災相談を実施します。 

オ 地域の防災力の更なる向上のため、地域からの要請により防災の専門知識を有するア

ドバイザーを派遣し、研修会や訓練の支援を行う「地域防災アドバイザー派遣事業」を

新たに実施します。                        （申込：13 団体） 

カ 災害時要援護者支援を推進するため、安否確認の取組支援、町の防災組織との協定締

結による災害時要援護者名簿の提供、出前講座等を実施します。 

 
○ 地域の防災担い手育成事業【総務局事業】（２２，０５１＜全市＞） 

  地域の防災担い手を育成し、町の防災組織を中心に自助・共助の取組を推進します。 

○ 「町の防災組織」活動費補助金【総務局区配】（８，６６７） 

「町の防災組織」が行う自主防災活動に対し、補助金を交付し、地域防災体制の確立

を図ります。 

○ 災害時要援護者支援事業【健康福祉局区配】（３１９） 

  災害時要援護者の安否確認や避難支援等の活動が円滑に行われるよう、地域での取組

を支援します。 
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(2) 広報・啓発事業（６９５） 

区民の自助・共助の意識を高めるため、多様な広報手段を活用して啓発を行います。 

ア 世代に応じた多様な広報媒体を活用し、時節を捉えた防災・災害に関する情報発信を

行います。 

イ 区民の防災意識向上のため、防災講演会を開催します。 

ウ 日頃の備えや地震発生時の対応等についてまとめた「泉区震災対策パンフレット」を

活用して、自助の啓発と区民の防災行動の促進を行います。 

 

(3) 地域防災拠点機能強化事業（１，２３３） 

発災時に円滑な地域防災拠点の開設・運営が行えるよう、地域防災拠点の機能強化を図

ります。また、備蓄庫資機材・消耗品を適切に管理し、常時使用可能な状態を保てるよう

計画的に維持管理を行います。 

ア 地域防災拠点運営委員に対し必要な情報提供等を行うため、地域防災拠点運営員会 

連絡協議会総会を開催します。併せて、地域防災拠点の委員長に対して表彰を行いま 

した。                              （５月 26 日） 

イ 区内の地域防災拠点における活動の活性化を図るため、区役所と地域が連携し、実際

の開設規模での地域防災拠点開設・運営訓練を行う「モデル防災訓練」を実施します。 

（中田中学校：10 月） 

ウ 地域防災拠点運営員会委員を対象に地域防災拠点の開設・運営方法等についての研修

会を実施しました。                                               （７月 28 日）  

エ 実践的な地域防災拠点運営に向けた対策に関する議論・検討のために、地域防災拠点

運営委員長会を開催します。                      

オ 地域防災拠点の参与及び動員参集する職員等を対象に、拠点の開設・運営方法等につ

いての研修会を実施しました。                      （４月 18 日、20 日） 

カ 地域防災拠点防災備蓄庫にある防災資機材の修繕・点検及び燃料等消耗品について計

画的な維持管理を行います。 

キ 地域防災拠点へ配布している衛生対策ポスターの内容更新、追加及び補充を行います。 

ク 防災ライセンスリーダーの知識・技術の向上を図るため、地域防災拠点に配備されて

いる資機材の取扱い研修会を開催します。 

 

 

○ 家具転倒防止対策助成事業【総務局事業】（４，２６５＜全市＞） 

自ら家具転倒防止対策を講じることが困難な世帯を対象に家具転倒防止器具の取付

を無料で代行します。 

○ 感震ブレーカー等設置推進事業【総務局事業】（９，２０２＜全市＞） 

出火危険及び延焼拡大危険等の高い地域の住宅を中心に、大地震発生時に自動的に住

宅の電気供給を遮断する感震ブレーカー等の設置を推進することにより、出火率を低下

させ、火災被害の軽減を図ります。 

○ 地域防災活動奨励助成金【総務局区配】（２，６４０） 

  地域防災拠点運営委員会連絡協議会に対して、連絡協議会及び地域防災拠点運営員会

が実施する研修・後方・訓練等の運営経費及び防災資機材の維持管理費の一部として 

奨励助成金を交付します。 
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(4) 防災体制の整備・強化事業（１，６２０） 

災害時に円滑な区災害対策本部運営を行うために、防災機関との連携強化を図ります。

また、円滑な区本部運営を行うための資機材の適切な維持管理と整備を行います。 

ア 防災関係機関等と連携し、災害発生時に的確な対応ができるよう、防災連絡協議会総

会を開催しました。                                                （８月 24 日） 

イ 震災対応能力の更なる向上を図るため、「防災週間」・「防災とボランティア週間」に、

地域や関係機関と連携した泉区災害対策本部運営訓練を実施します。 （９月、１月） 

ウ 大規模化、多発化する風水害に備え、土木事務所・警察・消防等と連携した風水害情

報受伝達訓練を実施しました。                                     （６月 19 日） 

また、避難場所開設・運営が円滑に行えるよう風水害対策訓練を実施しました。 

（７月 26 日） 

エ 区職員を対象に区防災計画等についての研修会を実施しました。（５月 18 日、19 日） 

オ 区本部の運営に必要な資機材を整備します。また、災害用携帯電話・衛星携帯電話等

区本部の資機材の維持管理を行います。            

カ 風水害時に指定緊急避難場所に避難した区民が安心して待機できるよう、指定緊急避

難場所運営資機材を整備します。 
 

(5) 災害時医療調整・保健活動事業（３７２） 

発災時に迅速かつ的確な医療救護活動ができるよう、区内医療関係機関との情報共有・

訓練等を目的とした連絡会議の開催及び避難所の巡回診療等に必要な医療用品を備蓄します。  

ア 泉区災害医療連絡会議等の開催               （９月 28 日、２月） 

イ 非常用通信機器取扱い訓練の実施     （２か月毎：４月、６月、８月実施済） 

のぼり旗訓練                 （10 月 23 日～25 日、３月 11 日） 

ウ 食生活等改善推進員と連携した、家庭食料品の回転備蓄の啓発及び講座等の開催 

エ 災害時診療用の医療用品の備蓄管理（消毒薬等） 
 

(6) 災害時ペット対策事業（９０） 

ア 防災イベントや地域防災拠点訓練等において、災害時のペット同行避難用品や啓発パ 

ネルの展示、リーフレット等を活用した説明等を行い、ペットの飼い主に災害時の備え 

について周知すると共に、地域の理解を深めます。 

イ 地域防災拠点運営委員会に出張講座を行い、災害時のペット同行避難者の具体的な受

入方法等の説明を行うことで円滑な拠点運営を支援します。 

ウ 地域防災拠点等にペット同行避難訓練をはたらきかけ、発災時の体制を整えます。 

○ 災害対策備蓄事業【総務局事業】（１３２，４６７＜全市＞） 

発災直後の市民の食料不足等に備え、市民の安全確保に関わる食料及び水缶詰を備蓄

します。また、期限を迎える食料を確認し、更新計画に則り、更新及び効率的かつ恒久

的な備蓄サイクルを構築します。 

○ 災害時下水直結式仮設トイレ整備事業【環境創造局事業】（５９２，５００＜全市＞） 

災害時のトイレ機能を確保するため、地域防災拠点や応急復旧活動拠点（市区庁舎）

で、災害時下水直結式仮設トイレ（災害用ハマッコトイレ）の整備を行います。 

（中和田中学校：９月完了予定） 

○ 横浜防災ライセンス事業【総務局事業】（１，１７３＜全市＞） 

地域防災拠点の資機材取扱いに関する実践的な講習を実施し、受講した資機材取扱い

リーダーが地域防災拠点での防災活動に参画することで、地域防災力の向上を図ります。 
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２ 防犯対策推進事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

地域振興課 ５，４１５千円 ５，３５５千円 

地域・団体・事業者の自主防犯活動を支援するとともに、防犯に関する啓発活動や講習会等

により、区民の防犯意識の向上を図り、安全・安心な泉区を目指します。 

 

(1) 地域連携事業（９７３） 

ア 12 地区連合の防犯担当者、泉警察署、泉防犯協会、区役所で構成する地域防犯担当責任 

者会議を開催し、情報交換や課題解決に向けた検討等を行います。 

（６月２日、９月 20 日、12 月、２月） 

イ 振り込め詐欺や還付金等詐欺、その他の犯罪等の未然防止を図るため、メーリングリスト 

「いずみ安全・安心メール」の運用・配信等の広報啓発活動を行います。また、防犯活動の 

取組等を紹介するパネル展を実施します。 （「いずみ安全・安心メール」の配信：週１回） 

ウ 犯罪被害や消費者被害を防ぐため、防犯研修会や消費者対策研修会を実施します。 

エ 迷惑電話防止機器を活用して、特殊詐欺防止活動を推進していきます。  （累計 497台） 

オ 地域ケアプラザや特養施設等と連携して、福祉車両に防犯ステッカーを貼付し防犯ＰＲを

行います。 

(2) 地域防犯力支援事業（３，１１４） 

ア 12 地区連合が取り組む自主防犯活動を支援するとともに、自治会町内会に対して、のぼ 

り旗やステッカー等の防犯関連用品を提供します。  

（のぼり旗配布数：125 団体 332 枚） 

イ 泉警察署との連携を強化し、地区連合や自治会町内会等を対象とした防犯講習会や合同

防犯パトロールを実施します。                      （６回） 

ウ 愛犬の散歩を活用した「わんわんパトロール隊」の普及を継続し、地域による防犯活動 

をきめ細かく展開します。                 （登録数：累計 964 頭） 

エ 新入学児童用の防犯ブザーの購入に係る費用の一部を助成するとともに、地域ぐるみで 

児童・生徒を見守る「こども１１０番の家」の設置を支援し、プレート等を配付します。 

（こども１１０番プレート配布数：４団体 41 枚） 

(3) 地域防犯対策巡回警備事業（１，３２８） 

青少年の健全育成及び犯罪抑止に向け、日中の時間帯に青色回転灯装着車による巡回パ

トロールを実施します。                  （５月～３月：52 日間） 

 

 

○ 地域防犯カメラ設置補助事業【市民局事業】（２４，０００＜全市＞） 

犯罪のない安全なまちづくりに向けて、地域の自主的な取組を支援するため、自治会町

内会等に対し、防犯カメラの設置費用の一部を補助します。 

（申請数：３団体４台） 

○ ＬＥＤ防犯灯設置事業【市民局事業】（６３７，８４７＜全市＞） 

地域の防犯環境の向上と温暖化対策等を促進するため、ＬＥＤ防犯灯の整備を行います。 

（申請数：13 団体 電柱共架 18 灯、鋼管ポール３灯） 

○ 落書き防止事業【市民局区配】（４４） 

 落書き行為の防止に関する理解と関心を深めるため、広報啓発活動等を行います。  

また、落書き消去に必要な物品を提供する等、自治会町内会や団体等が行う活動を 

支援します。 
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３ 交通安全対策推進事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

地域振興課 ４，４２７千円 ４，４３４千円 

交通事故のない安全な泉区を目指して、地域、関係機関・団体などと連携を強化し、交通

安全キャンペーン活動や子ども・高齢者の事故防止を重点とする交通安全啓発活動を実施し

ます。 
 

(1) 泉区交通安全対策協議会運営事業（３８１） 

ア 関係行政機関及び関係団体で構成する泉区交通安全対策協議会を通じ、各季の交通安

全運動期間において、交通安全啓発活動キャンペーンを行います。 

 また、交通安全協会などの団体が実施する交通安全教室や自転車の乗り方教室、啓発

活動とも連携し、効果的に啓発活動を行います。 
 

(2) 交通安全マナーアップ推進事業（７９３） 

ア 小学生を対象とするスローガンコンクールを実施し、児童が交通安全について考える 

機会を提供するとともに、最優秀作品を交通安全啓発活動に活用します。 

イ 交通安全と交通事故防止に功労のあった個人・団体、年間交通事故ゼロを達成したス 

クールゾーン対策協議会に表彰を行います。               （３月） 

 

(3)  子ども交通安全対策事業（３，２５３） 

ア 各小学校の交通安全の取組に関する情報交換、意見交換等を行う、通学路安全対策連

絡会を開催し、通学路の安全点検や見守りなど様々な活動を支援します。 

イ スクールゾーン対策協議会や地域からの要望に基づき、「スクールゾーン」路面標示や

小型公共表示（電柱巻）を設置するなど、通学路の安全対策を図ります。 

 

４ 自転車等放置防止事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

地域振興課 ４４０千円 ４４０千円 

駅周辺の放置自転車等の抑制や、自転車利用者のマナーアップを図ります。 

 

(1)  自転車等放置防止事業（４４０） 

自転車等放置防止推進協議会による自転車走行のマナーの向上や、自転車駐車場利用の

促進等の啓発活動を支援します。 

また、各協議会の情報共有等を図るため、自転車等放置防止推進協議会連絡会を開催し

ます。 

 

 

 

  

○ 自転車マナーアップ事業【道路局区配】（１，３６４） 

自転車等放置禁止区域内にマナーアップ監視員を配置し、自転車駐車場の適正利用の指

導啓発、放置自転車等へ啓発札の貼付を行います。また、自転車と歩行者の錯綜が多い駅

では、押し歩きの呼びかけや、ながらスマホ、ヘッドホン使用などの危険な運転の防止に

向けたマナーアップ啓発を実施します。 
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５ 「食とくらし」の安全・動物愛護推進事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

生活衛生課 ５００千円 ５０１千円 

食中毒予防など「食の安全・安心」やハチの駆除、動物との共生など「くらしの安全」に対

する区民の高い関心に応えるため、関係団体と協働して普及啓発や支援を行います。さらに、

地域活動に伴う食品取扱や、社会福祉施設等の健康被害発生防止のために「食とくらし」の安

全を支援します。 

 

(1) 食とくらしの安全・安心サポート事業（２４２） 

ア 泉区食品衛生協会と協力し「食中毒予防キャンペーン」を開催します。（11 月３日） 

  イ 食中毒予防を中心に保育園・高齢者福祉施設への立入調査を実施し、衛生的な管理運

営の支援を行います。 

  ウ 地域や団体の要望に基づく食品衛生出前講習会を開催し、衛生意識の向上を図ります。 

  エ 地域のお祭りなどのイベントにおける食中毒を予防するため、模擬店等食品提供者を

対象に衛生講習会を開催します。          （６月 30 日（54 人）、10 月６日） 

  オ 食中毒の発生しやすい時期やノロウイルス食中毒警戒情報の発令時に複数の媒体を活

用した注意喚起を実施します。 

  カ 区内飲食店等からの食中毒発生を予防するため、講習会実施などによりＨＡＣＣＰの

取組を推し進めていきます。 

 

(2) ハチ等の駆除支援事業（３７） 

ア 広報への掲載や区役所窓口及び関係団体等での啓発リーフレット配布により、安全で 

適切な駆除法について、より広く区民へ啓発します。 

イ 区民からの駆除相談に対し、電話による相談対応や現地での助言を行います。また、 

駆除機材や蜂防護服等の貸出を行います。 

 

(3) 犬や猫の適正飼育普及啓発事業（２２１） 

ア 散歩での糞尿被害や鳴き声など、犬に関する苦情を軽減するため、春に実施する狂犬

病予防注射時や窓口に事務手続きに来た飼い主に対し、犬の適正飼育等のチラシを配布

し、普及啓発を行います。 

  イ 飼い主のマナー向上のため｢犬の飼い方教室｣を開催し、適正飼育及び災害時の備えに

ついて普及啓発を行います。                    （10 月 20 日） 

  ウ 飼い主のいない猫の問題に対して、啓発パンフレットの活用や地域での説明会等の実

施により、地域猫活動を推進します。 

  エ 動物愛護週間（９月 20 日～26 日）に合わせて、保育園児が描く｢どうぶつ絵画展｣を

開催し、動物愛護に関する啓発を図ります。          （９月 20 日～26 日） 
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６ 区役所環境向上事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

総務課、税務課 １０，９９８千円 １５，０８２千円 

区庁舎の環境整備・窓口サービスの向上を通じ、区民が快適で利用しやすい区役所の実現に

取り組みます。 

 

(1) 区庁舎等の環境整備（９，６６１） 

区庁舎及び区民が利用する施設等において、安全性・利便性・快適性を確保するため、

設備改修等の環境整備を行います。 

 

 

 

 

 

 

(2) 泉区人権啓発推進事業（６４０） 

区民を対象とした人権啓発講演会を実施します。             （12 月） 

また、職員の人権意識の向上を目的とした研修を実施します。 

 

(3) 窓口応対職員研修（２００） 

区民サービス向上を目的とする、職員を対象とした研修を実施します。   （10 月） 

 

(4) 税務申告窓口サービス向上（４９７） 

市民税・県民税申告受付会場内に、給与所得者を対象とした医療費控除申告専用コーナ

ーを設け、税理士による申告受付・相談を行うとともに、申告に来場される申告者の書類

確認や申告入力補助業務及び申告関係書類整理等の事務を行います。 

（令和６年２月 16 日～３月 15 日） 

 

  

○ 泉区総合庁舎ＥＳＣＯ
エ ス コ

事業【建築局事業】 

民間の資金とノウハウを活用した設備改修により省エネルギー化を図る「ＥＳＣＯ

事業」を導入します。高効率空調機器への更新や照明ＬＥＤ化、太陽光発電設備の導入

等により省エネルギー化を図ります。 

 （契約：令和５年９月予定、工事：令和５年 11 月～、サービス期間：令和７～21 年度） 



29 

 

７ 区民相談事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

区政推進課 １，２６６千円 １，２４２千円 

泉区内に居住する日本語による意思疎通が困難な外国籍等区民の生活を支援するため、生活

相談や翻訳を実施します。 

 

(1) 泉区外国籍等区民相談事業（１，２６６） 

ア 中国語相談                           （週１回） 

イ ベトナム語等相談                        （週１回） 

 

  

○ 市民相談事業【統合事業費】（１，７７９） 

区民が抱える問題の解決を支援するため、特別相談（法律・公証・交通事故・行政・行

政書士）を実施します。 

○ 道路整備事業【道路局区配・局事業】 

・都市計画道路権太坂和泉線（名瀬・岡津地区）および環状３号線（中田地区）の測量、

用地買収に向けた交渉を行います。 （環状３号線住民説明会：６月 14、17 日開催） 

・宮沢 306 号線等区内６箇所で、道路整備に向けた用地取得及び道路整備工事の準備等

を行います。                          （用地交渉中） 

○ 河川改修事業【道路局区配・局事業】 

・和泉川では、瀬谷区境から東海道新幹線交差部までの区間で浚渫などを行います。 

（契約：９月） 

・阿久和川では、令和４年度に引続き、橋際橋上流の護岸工事を行います。 

（現場着工：８月下旬） 

・その他、和泉川・阿久和川等で樹木の伐採などを行います。      

○ 下水道整備事業【環境創造局区配・局事業】 

・和泉町第二公園において、令和４年度に引続き、中和田雨水幹線の整備を行います。 

（シールド工事開始：９月上旬） 

・老朽化した下水道管の再整備や浸水対策を領家地区や上飯田地区等で行います。 

○ 公園再整備事業【環境創造局区配】 

西が岡二丁目第二公園など区内の７公園で施設改良工事を行います。 

（２公園：９月契約、５公園：第３四半期契約） 

○  

立場地区センターの駐車場機能を維持するため、旧泉区休日急患診療所跡地の一部の所

管替えを伴う駐車場再整備を行います。                 （３月末） 
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施策４ ささえあおう！健やかなまち（７事業） 

（１４，５０７千円）（Ｒ４年度：１３，６１５千円） 

１ 泉わくわくプラン推進事業 Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

福祉保健課 ２，０４６千円 １，５８６千円 

地域の課題を地域で解決し、地域の支え合いによって誰もが安心して暮らせるまちを目指す

「泉わくわくプラン（第４期泉区地域福祉保健計画）」について、区社会福祉協議会、地区社会

福祉協議会、地域ケアプラザ、関係機関等と協働して、具体的な取組を進めます。 

 

(1) 計画の推進（５７６） 

地域共生社会の実現のため、泉区の福祉・保健・医療・地域・行政等の連携強化等を目

的とした地域福祉保健推進協議会を開催します。また、分科会として地域福祉保健計画策

定・推進検討会を開催し、策定した計画の推進・振り返りを行います。なお、令和５年度

は５か年計画の３年目にあたるため、中間振り返りを行います。 

地域福祉保健推進協議会：７月７日、２月 

地域福祉保健計画策定・推進検討会：１月 

 

(2) 計画の周知・啓発（１，４７０）拡充 

泉わくわくプランについて、より多くの区民に知ってもらい、地域の様々な取組に参画

してもらうため、イベントの開催等を通じて区民に対する周知・啓発を進めます。 

新たな取組として小学校５年生向けに、自分たちの住む地域について調べることを通じ

て、地域活動などについて学ぶことのできる教材を作成し、「泉わくわく応援隊」の取組と

ともに、地域に関心をもってもらうきっかけとします。 

 

２ 泉区地域包括ケア推進事業 重点 Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

高齢・障害支援課 ２，５９６千円 ２，０７６千円 

急激な人口構造の変化に対応するため、2025 年に向けて医療・介護・介護予防・生活支援な

どを一体的に提供できるよう、横浜型地域包括ケアシステム構築のための泉区アクションプラ

ンを推進し、高齢者が安心して暮らし続ける地域づくりに取り組みます。 

 

(1) わたしのアクション！推進事業（１，１６０）拡充 

高齢者本人、地域住民、施設や民間企業、専門職などがそれぞれできることから「わた

しのアクション」に取り組む風土を醸成します。住民主体の活動推進では、民間企業、施

設等のできることと地域課題とをマッチングする機会を創出し、移動支援や居場所づくり

等のインフォーマルサービスを創出します。 

 （わたしのアクション通信 年４回発行：１回発行済） 

(2) 地域包括ケア人材育成事業（５４６） 

地域包括ケアシステム構築に向けた正しい知識の普及啓発及び関係機関・団体等の人材

育成のため、研修を実施します。                     （年２回） 

 

○ 地域包括ケア推進事業【健康福祉局区配】（４００） 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、泉区アクションプランの推進に向けた取組

を行います。 
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(3)  認知症等地域支援（７５０）拡充 

認知症のご本人や家族が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、世界アルツハイマー

月間の認知症普及啓発イベント（認知症普及啓発映画上映会、認知症に関する図書の展示

等）を実施します。区内の幅広い世代へ向けた普及啓発を行い、認知症に対する正しい知識

を持った多世代の方（＝認知症サポーター）を増やし、地域での見守り体制を推進します。 

また、軽度認知障害（ＭＣＩ）の方を把握し、早期に専門医療機関に繋げることを目的

に、タブレットを用いた脳年齢測定会を実施し、区民の認知症予防・介護予防意識を高め

ます。                   認知症普及啓発イベント：９月 21 日） 

脳年齢測定会：年 11 回（４回開催済） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 緊急時の支援（９０） 

親族からの支援が望めない高齢者等の緊急入院・入所の際の移送費や日用品の確保、支

給を行います。 

 

(5) 高齢者社会参加支援（５０） 

老人クラブ活動の活性化や交流を促進するため、功労者表彰等を支援します。 

（シニアクラブ大会での表彰 43 人：６月 22 日） 

 

 

 

  

○ 認知症支援事業等【健康福祉局区配】（４２９） 

認知症になっても、周囲の理解や見守り、家族を支えることにより、住み慣れた地域で

暮らし続けることができるよう、認知症に関する普及啓発、もの忘れ相談、緊急対応事業

を行います。 

○ 地域づくり型介護予防事業【健康福祉局区配】（１,１１４） 

元気なうちから介護予防に取り組む地域づくりを目指し、講演会や広報等による啓発

活動を実施します。また、地域で高齢者の自主的な介護予防活動が継続的に行われるよ

う、地域の人材育成や関係機関との連携を図り活動を支援します。 

○ 在宅医療連携拠点事業【医療局事業】（３５６，７３１＜全市＞） 

市民が安心して在宅医療・介護を受けられるよう、区医師会と協力して在宅医療連携拠

点を運営します。患者家族や病院からの相談業務のほか、在宅医療に関する市民向け講演

会、医師向け研修を行います。 
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３ 健康づくり活動支援事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

福祉保健課 ２，８６７千円 ２，４５８千円 

運動習慣の定着、食習慣の改善を目的に、保健活動推進員や食生活等改善推進員、関係機関

と連携して健康づくりの活動を支援するとともに、活動を通じて、健康に対する意識向上につ

なげます。また、がんの予防及び検診の啓発に取り組みます。 
  

(1) 生活習慣改善・がん検診啓発事業（７１８） 

ア 生活習慣病予防をテーマに保健活動推進員会、食生活等改善推進員会等と連携し、相

談・健康測定・パネル展示等による「健康アップフェスティバル」を実施しました。 

    （６月１日）  

イ 区庁舎１階に常設している健康づくり情報コーナー「チョコット立ち寄り健康チェッ

ク」で時季やトピックスにあわせた健康づくり情報の展示と啓発を行います。 

ウ 健康づくりイベントや地域のイベント等において、様々ながんの予防及び検診の啓発

を実施します。 
 

(2) 食習慣の改善事業（４４５） 

ア 生活習慣病の予防のための食生活相談を行います。   （年 24 回：10 回開催済） 

イ 区内野菜生産者や飲食店等地域人材と連携した食育講座を実施しました。（６月 28 日）  

ウ 食生活等改善推進員会の協力を得ながら、食生活改善講習会等を開催します。 

（年４回） 
 

(3) 働き・子育て世代への健康づくり事業（１，７０４） 

ア ４か月健診の保護者等を対象に、自身の口腔ケアとむし歯菌の母子感染予防を目的に、

個別相談・指導を実施します。                             （年 17 回：７回開催済） 

イ ３歳児健診の保護者等を対象に、自身の食生活改善相談や骨密度測定を実施します。 

（年 19 回：９回開催済） 

ウ 乳がんの自己触診方法の体験や乳がん、子宮がん等の予防及び検診の啓発を行います。 

 

○ 地域で活動する健康づくり団体への支援【健康福祉局区配】（２２９） 

・保健活動推進員や食生活等改善推進員（ヘルスメイト）に対して、活動をサポートしな

がら共同して区の健康づくり事業や地域イベントでの健康啓発を実施します。 

・食生活等改善推進員養成講座において、地域活動に向けたリーダー育成を実施します。 

○ 健康横浜２１推進事業【健康福祉局区配】（８１３） 

健康増進計画である健康横浜 21 に基づき、受動喫煙防止の啓発強化、糖尿病の重症

化予防及び生活習慣の改善の取組、歯科口腔保健関係事業を行うとともに、がん検診・

特定健診の普及を進めます。 

○ 感染症対策事業【医療局区配】（１４，６７３） 

・区内の感染症患者及び家族に対する支援及び接触者健診の実施や、区内の学校・施設等

で感染性胃腸炎などが発生した際に感染拡大防止のための保健指導等を行います。 

・高齢・障害施設や保育所等の福祉施設で感染が発生した際に適切な対応ができるよう、

施設向け研修会を開催します。 
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４ 障害児・者社会参加促進支援事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

高齢・障害支援課 １，２９９千円 １，１５４千円 

障害の有無にかかわらず、誰もが地域で安心して生活できる地域社会の構築に向けて、当事

者・地域・自立支援協議会と行政が協働して取り組み、障害児・者や難病患者への理解を広め、

当事者の社会参加促進を支援します。 

 

(1) 泉ふれあいシールラリー（１，０８９） 

障害理解の推進と障害当事者の社会参加促進を目的に、区内の障害福祉事業所を巡るシ

ールラリーを開催します。障害のある方々が日頃活動している区内の事業所へ実際に足を

運んでいただくことで、普段の生活の一端を知っていただき、障害への理解を深めます。 

また、事業所の利用者と本イベントで来訪した地域の方とのやり取りをきっかけとし、

障害当事者の社会参加促進を支援します。       （11 月８日～12 月８日開催） 

 

(2) 自主製品等販売活動支援事業（１７０） 

   様々な場を活用し、障害福祉事業所の自主製品等販売活動を支援し、障害者の社会参加 

促進を支援します。             区庁舎区民ホール（16 団体、週５日） 

市営地下鉄戸塚駅（月３～６回程度） 

                       市営地下鉄立場駅（月１～２回程度） 
 

(3) 難病支援（４０） 

難病患者とその家族を対象とする交流会の開催を支援します。（年８回：３回開催済） 

 

  

○ 松風学園再整備事業【健康福祉局事業】（３６８，００４＜全市＞） 

令和４年度の新居住棟（東棟）完成に続く利用環境改善のため、Ｂ棟の解体工事を進

めます。Ｂ棟解体工事完了後、日中活動棟新設工事に着手します。 
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５ いずみっこ子育て支援事業  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

こども家庭支援課 ２，００５千円 １，８５９千円 

養育者が地域で孤立することなく安心して子育てができることを目指し、講座や教室を開催

するとともに、子育てに関する情報を発信することで子育てしやすい環境を整えます。 

 

(1) パパ・ママ子育て支援事業（１，０３４） 

ア  いいＫＡＧＥＮ
か げ ん

な子育てプレクラス 

初めての出産・育児を控えた参加者が、安心して出産・子育てを行うために必要な知 

識や沐浴をはじめとする育児手技を学べるよう実践を交えた教室運営とします。 

妊婦編：妊婦の健康づくりと出産に向けた呼吸法、妊婦疑似体験、親になる心構えに 

ついての講義を実施します。    （年 12 コース：５コース開催済、336 人） 

産後編：妊娠期からの切れ目のない支援として、育児不安等への相談や参加者同士が 

育児状況の共有を行います。また、妊婦編参加者とのふれあいの時間を設け 

育児のイメージ化を図ります。       （年 12 回：５回開催済、79 人） 

イ 赤ちゃん教室 

       区内 10 か所の会場で、初めての育児を行う養育者を対象に、育児相談や健康教育（離乳

食・虫歯予防、事故予防等）、仲間づくりをすすめ、地域の子育て支援につなげます。地域

住民が運営協力者として従事します。              （年 100 回：31 回開催済、507 人） 

 

(2) 乳幼児健診等保育サポート事業（４１８） 

乳幼児健診等の会場に保育ボランティアを配置し、きょうだい児を連れた養育者が落ち

着いた環境で健診を受診できるようサポートします。         （年 54 回：24 回開催済） 

 

(3) 子育て支援情報提供事業（５５３） 

ア ウェブサイトでの子育て情報の発信 

泉区のプロモーションサイトである「いずみくらし」上に子育て情報ページを設け、

子育て支援の情報や子育てデジタルマップを掲載しています。その「いずみくらし」及

び泉区役所ホームページ上の子育て支援情報に関する内容を継続して更新・発信しま

す。また、母子手帳交付時に「いずみくらし」のウェブサイトやその他妊娠期に届けた

い情報を案内できるようチラシを作成し、配布します。          （配布開始：９月） 

イ 子育てガイドブックの印刷 

地域子育て支援拠点と協働して発行する「ちょこっとマップ」を、こんにちは赤ちゃ

ん訪問事業対象者及び転入者分について印刷し、随時配布します。 （1,100 部、２月） 

ウ 情報提供・発信の強化 

こども家庭支援課の窓口業務及び専門職の家庭訪問等でタブレット機器を活用した情

報提供・発信を行います。窓口に情報発信用のモニター等を新たに設けることで、情報

発信強化を行い養育者に必要な情報の整備を行います。   （モニター整備：９月） 
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６ 妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援充実事業 重点  Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

こども家庭支援課 ２，３２５千円 １，８４６千円 

子どもと養育者が安心して地域社会で生活ができるよう、妊娠期から子育て期まで切れ目の

ない、孤立しない子育て支援の充実を図ります。 

 

(1) 地域の子育て支援力向上事業（１，４８７） 

ア 子育て応援グッズ作成・配布、ＰＲ動画配信 

 子育て世代が地域に見守られ、孤立せずに子育てができる地域づくりの推進のため、

区内関係各所や各種イベント等で子育て応援マークを配布するとともに、動画を活用し

周知を進めます。             

子育て応援マーク作成：6,000 個作成（５月）、4,000 個配布（～８月） 

動画放映：区内スーパー店頭（５～７月）、バス車内（９～10 月） 

 イ 事業評価の実施方法の検討 

   有識者をアドバイザーとして依頼し、令和６年度以降に実施予定の子育てアンケートに 

  向けて、子育て応援マークの評価指標等を組み込むための方法を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 子ども虐待予防事業（８３８）拡充 

ア エリア別要保護児童対策地域協議会 

   児童虐待の早期発見、迅速かつ的確な対応のため、保育所や小・中学校、民生委員・児 

童委員等を対象に地域と連携した見守り強化を目指し、区配予算で「要保護児童対策地域 

協議会実務者会議」を開催しています。さらに、区独自でもより地域に根差したネットワ 

ークの構築や連携の強化が必要と考えるため、地域ケアプラザ単位で、３か所を選定し

「エリア別要保護児童対策地域協議会」を実施します。 

（３か所：中田エリア・しらゆりエリア・上飯田エリア） 

 イ 心理職による養育者面接 

   児童虐待の予防を目的に、養育負担や不安のある養育者に対して、心理職による面接を 

新たに行います。また、対象者が集中して相談できるよう、保育協力者を配置します。 

（年 24 回：10 回開催済、15 人） 

 

○ 子育て応援サポーターの育成【こども青少年局区配】（４９，２０４千円） 

泉区地域子育て支援拠点（すきっぷ）を、ＮＰＯ法人との協働契約にて運営してい

ます。地域子育て支援拠点に求められる機能のひとつである人材育成の一環として、

泉区独自で「子育て応援サポーター」を育成しています。 

子育て応援サポーターは地域の子育て支援へ参画し、身近な相談相手として活動し

ています。 

現在活動中の子育て応援サポーター：22 人 

子育て応援サポーターフォローアップ研修：８月 10 日  

          子育て応援サポーター養成講座：10 月 13 日   
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コラム④ 地域の子育て支援力向上事業 ～子育て応援サポーター等地域での取組～ 
 

【取組の概要】 

泉区では、子育て中の人も子育てを応援したい人も身に着けて気持ちを表現できる「子育

て応援マーク」を区民の皆さんに配布するなど、「子育てに優しいまち泉区」の実現のため

に様々な取組を推進しています。そこからさらに一歩踏み込んだ取組として、子育て中の親

子に寄り添い子育てを支える「子育て応援サポーター」（以下、サポーター）が、令和２年

度から活動しています。 

「サポーター」は、身近な場所で親子に寄り添うことで、地域に支えられている安心感を

持って子育てしてもらい、「孤立しない子育て」が広がっていくことを目指して活動してい

ます。 

令和５年７月末現在、22 人の「サポーター」が活躍しています。 
 

【サポーターの活動内容】 

「サポーター」は、いっずんの絵柄入りのバンダナを身

に着け、子育てサロンや公園遊び、保育園の園庭開放な

どの地域の子育て支援の場に出向き、親子に積極的に声

をかけ、心配事や悩みをお聞きし、相談先などをご案内

しています。 

また、「サポーター」は「傾聴」の研修を受講し、子育

てしている人の話に丁寧に耳を傾け、共感することで安

心してお話しをしていただけるよう心がけています。 
 

【取組の効果など】 

子育てサロンに参加した人からは「気軽に話せて、話をゆっくり聞いてくれて嬉しかった」

といった声が寄せられています。また、「サポーター」からは「親子に寄り添った活動をした

い」「多くの人にサポーターの活動を知ってもらいたい」といった声も寄せられています。 
 

【今後の展望】 

10 月にサポーター養成講座を開催し、「サポーター」として活動していただく方を増やし

ていきます。また、「サポーター」の活動を多くの方に知っていただき、地域での取組の輪が

広がるようにすすめていきます。 

  

赤ちゃん教室の様子 

いっずんの絵柄のバンダナ 

子育てサロンの様子 

のぼり旗が活動の目印 
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７ 保育施設・幼稚園等との協働による子育て支援推進事業 Ｒ５予算額 Ｒ４予算額 

こども家庭支援課 １，３６９千円 １，３６９千円 

保育施設・幼稚園等と協働して情報発信を行うとともに、地域子育て支援を進めます。 

また、保育ニーズへの丁寧な対応や関係者の協力により事業を進めることで待機児童ゼロの

継続につなげていきます。 

 

(1) 保育施設・幼稚園協働による保育施設ＰＲ事業（３５５） 

保育施設・幼稚園・地域子育て支援拠点と協働し、保育施設・幼稚園の入所に向けた各

施設の紹介パネルの展示に加え、地域で実施される子育て支援事業の情報発信や保育・教

育コンシェルジュによる保育相談等を行うイベント「いずみっこひろば」を開催します。   

（９月４日～９月９日） 

 

(2) 保育園地域支援事業（２５８） 

ア 市立和泉保育園において子育て世帯を対象に親子の居場所を提供し、こどもの発達段階

や参加者のニーズに応じた育児講座（わらべうたあそび、七夕飾りづくり、父親育児な

ど）を行います。                                （年 40 回：14 回開催済、139 人） 

イ 市立和泉保育園園児と地域の親子や高齢者が遊びを通じて交流し、地域に開かれた園を

目指します。また、中・高校生等が乳幼児と触れ合う機会を設け、将来の虐待防止につな

げるとともに保育士の仕事へ関心を持ってもらうきっかけとなるような事業を行います。 

（10 月、11 月） 

(3) 職場復帰講座（９６） 

育児休業等から職場復帰を希望する子育て家庭向けに、復帰する際に直面する課題や解

決方法等について講座を開催します。                   （２月） 

 

(4) 保育サービス等の情報発信（６６０） 

保育施設・幼稚園紹介のウェブサイトや冊子で様々な情報を発信するとともに、保育・

教育コンシェルジュによる出張相談等を行い、多様な保育ニーズに対応します。 

（冊子発行：2,300 部予定） 

 
○ 不登校児童生徒支援【教育委員会事務局事業】 

不登校児童生徒が通う居場所を西部方面（旭、泉、瀬谷）に１か所設置し、民間教育施設に

運営を委託し実施します。 
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○ 生活保護事業【健康福祉局区配・局事業】（２，８１３，９５７） 

生活保護法に基づいた、被保護者に対する生活保護費の支給を行います。 

（2,337 世帯（3,030 人）） 

○ 生活困窮者自立支援事業【健康福祉局区配・局事業】（３３，２４９） 

生活困窮者自立支援法に基づき、生活保護に至る前の段階から自立に向けた包括的な

相談支援を実施します。                        （延相談者：139人） 

○ 寄り添い型生活・学習支援事業【こども青少年局・健康福祉局区配】（２９，７９０） 

生活保護世帯及び経済的困窮状態にある世帯の小中学生に対する生活・学習支援を実施

します。また、高校に行っていない子どもを含めた高校生世代に対し、将来の選択肢の幅を

広げるための居場所の提供や講座の開催等の支援を実施します。 

・生活支援事業：小中学生を対象に、区内１か所で実施（利用者１人あたり週２回） 

（利用登録者 18 人、延利用者 185 人） 

・学習支援事業：高校進学を希望する中学生及び高校生世代を対象に、区内２か所で 

実施（利用者１人あたり週２回） 

（利用登録者 46 人、延利用者 465 人） 

○ 就労困難な若者の社会参加促進事業【健康福祉局区配】（８０７） 

不登校やひきこもり等の経験をもつ就労困難な生活保護受給中の若者及び生活困窮の若

者を対象に、区役所において対面での相談・電話相談・訪問等による個別相談を行い、社会

的自立に向けた意欲や自信の向上、就労に向けた社会参加の促進を目指します。 

（利用者 17 人、延利用者 21 人） 
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令和４年度泉区決算総括表

（単位:千円）

当初予算額
予算現額

（Ａ）
決算額（B）

差引額
（Ａ）-（Ｂ）

備  考

540

(99.44%) 　

3,764

(90.26%)

△ 3,886

(100.60%)

418

(99.95%)

（単位:千円）

当初予算額 予算現額（Ａ） 決算額（B）
差引額

（Ａ）-（Ｂ）
主な事業

889
(96.02%)

4,489
(81.79%)

△ 5,471
(115.60%)

633
(95.35%)

540

(99.44%)

（単位:千円）

当初予算額 予算現額（Ａ） 決算額（B）
差引額

（Ａ）-（Ｂ）
備  考

1,348
(93.88%)

2,416
(85.46%)

3,764

(90.26%)

（単位:千円）

当初予算額 予算現額（Ａ） 決算額（B）
差引額

（Ａ）-（Ｂ）
備  考

△ 5,407
(103.10%)
△ 1,444

(118.25%)
△ 1,868

(104.89%)
0 地区センター（４か所）

(100.0%) 集会所（しらゆり）
0 こどもログハウス（いずみ台公園）

(100.0%)
0 区民文化センター（テアトルフォンテ）

(100.0%)
0 老人福祉センター（泉寿荘）

(100.0%)
0 コミュニティハウス（８か所）

(100.0%)
0 スポーツセンター（泉スポーツセンター）

(100.0%)
△ 960 子供の遊び場（７か所）

(179.40%) 町のはらっぱ（６か所）、スポーツ広場（１か所）
5,793

(42.07%)

△ 3,886

(100.60%)

統合事務事業費 38,631 34,867

95,698

38,631

１　区分別総括表

自主企画事業費 95,698 95,158

区庁舎・区民利用施設管理費 645,958 649,844

計 780,287 779,869

616,274

750,603

２　内訳
（１）自主企画事業費

施　策

施策１　とどけよう！いずみの魅力 22,356 21,46722,356

・定住・転入促進事業【重点】
・いずみ文化振興事業
・農を生かしたまちづくり事業
・広報事業

施策２　はぐくもう！地域の力 24,651 20,162

・地域力支援事業【重点】
・地域を支えるICT活用推進事業
・商店街振興支援事業
・脱炭素化推進事業

施策３　まもろう！暮らしの安全・安心 35,076 40,547

24,651

35,076

計 95,698 95,158

13,615

95,698

・防災対策事業【重点】
・防犯対策推進事業
・交通安全対策推進事業

施策４　ささえあおう！　健やかなまち 13,615 12,982

・泉わくわくプラン推進事業
・泉区地域包括ケア推進事業【重点】
・障害児・者社会参加促進支援事業
・妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援充実事業【重点】

（２）統合事務事業費

区　分

１　統合事務費 22,015 20,667 生活保護や戸籍・住民登録等に係る事務費22,015

２　統合事業費 16,616 14,200 広報よこはま泉区版の発行や市民相談、各種委員の活動費

計 38,631 34,867

16,616

38,631

（３）区庁舎・区民利用施設管理費

区　分

１　区庁舎等 174,172 179,579144,856

２　土木事務所 7,911 9,355

３　公会堂 38,173 40,041

7,047

38,173

４　地区センター等 152,292 152,292

５　ログハウス 8,591 8,591

152,788

8,591

６　区民文化センター 105,224 105,224

７　老人福祉センター等 38,280 38,280

105,224

38,280

８　コミュニティハウス 66,106 66,106

９　スポーツセンター 44,000 44,000

66,106

44,000

10　広場・遊び場 1,209 2,169

11　区庁舎・区民利用施設修繕費 10,000 4,207

1,209

10,000

計 645,958 649,844616,274

 1
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令和４年度 泉区個性ある区づくり推進費自主企画事業 事業実績 
（千円） 

施策１ とどけよう！ いずみの魅力（６事業） 

予算額（２２，３５６千円）決算額《２１，４６７千円》 

１ 定住・転入促進事業 重点 Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

区政推進課 ７，５１２千円 ７，６０６千円 

相鉄線と東急線の相互直通運転の開通や泉ゆめが丘開発の推進など、利便性が向上する好機を

捉え、泉区内外の多くの方々に「泉区に住み続けたい」「住むなら泉区」と感じてもらうため、

泉区に関わる様々な方や民間事業者等と連携して、居住地として選ばれる魅力づくりとプロモー

ションの取組を進めました。 

 

(1) 情報発信（３，３１７）《４，１９６》 

交通アクセスや子育て環境、緑や水に恵まれた生活環境等の泉区の魅力を、主に 20 代から

30 代の子育て世代に対して効果的にＰＲするため、泉区特設ＰＲサイト「いずみくらし」や

民間不動産情報サイト、鉄道広告及びＳＮＳ広告等、様々なツールを活用して発信しまし

た。               区の魅力発信カレンダーの掲示（４月）、ホームページ公開（６月） 

よこはま動物園ズーラシアでの動画放映、冊子配架：４月８日～11 日 

相鉄線及び市営地下鉄での鉄道車内ポスター広告：２月～３月 

不動産情報ポータルサイトへの広告掲載：２月１日～３月 31 日     

ＳＮＳ広告（YouTube、Instagram）：３月１日～31 日 

ウェブサイト広告：３月 18 日～31 日 

緑園街マルシェ（11/20）、やよい祭（3/19）ブース出展 

(2) 魅力向上・魅力創出 拡充（４，１９５）《３，４１０》 

区民を始め多くの方々に泉区に愛着を持ってもらうため、泉区の魅力の更なる向上や創出

を図りました。 

ア 区役所・区民・事業者など、泉区に関わる様々な主体が参画し、多方面から泉区の魅力

をとらえ、発信できる事業展開や仕組みづくりを進めました。 

イ 区民等地域ライターが多様な視点で泉区を取材して、地元ならではの魅力を掘り起こし、

発信しました。         ラ イ タ ー 募 集：４月 11 日～４月 22 日 

             ライター講座実施：５月９日、５月 23 日、６月６日 

    地域ライター記事：11 記事制作 

ウ 区公式ＳＮＳフォロワーと交流会を実施し、泉区の更なる魅力の向上や情報発信力の

強化につなげました。      泉区ＳＮＳフォロワー等交流会開催：12 月 10 日 

参加人数：28 人 
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２ いずみ文化振興事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

地域振興課 ３，５８６千円 ３，２９４千円 

泉区の文化振興を図るため、区内の文化団体による作品等の創作、展示、発表の活動を支援

するとともに、泉区における伝統文化の保存・普及・継承の取組を推進しました。 
 

(1)  文化振興事業（８６０）《７８９》 

ア 泉区民文化祭 

文化振興委員会が開催する区民文化祭の活動を支援しました。 

（10 月 17 日～11 月６日のうち 18 日間）

イ 区民ホール事業 

文化振興委員会の展示部門・発表部門が企画実施するそれぞれの展示や発表を支援し

ました。            （展示部門：６月の５日間、発表部門：５月から２月の４日間） 

ウ 泉つるし飾り展 

泉区の歴史的な区民手作りのつるし飾りを、区民ホールに展示しました。 

また、併せて天王森泉館などの区内施設にて同時期に開催する、「つるし飾り展」の 

広報を行いました。                                                      （２月） 
 

(2) いずみ伝統文化保存事業（２，７２６）《２，５０５》 

泉区の伝統文化である「横浜いずみ歌舞伎」「太鼓・お囃子」「相模凧」の保存・普及・

継承を図る泉伝統文化保存会の活動を支援しました。 

また、区の魅力発信及び当該事業の周知を目的として、主に横浜いずみ歌舞伎公演の  

開催時期等に合わせて広告を展開しました。   

いずみ相模凧揚げ会（５月５日、１月） 

                              太鼓・お囃子フェスティバル（中止） 

                              横浜いずみ歌舞伎公演（10 月 15 日、16 日） 

                市営地下鉄等での広告掲示（９月～10 月） 

               横浜いずみ歌舞伎衣装・小道具展（10 月３日～７日） 
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３ 農を生かしたまちづくり事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

区政推進課 １，２０９千円 １，０６５千円 

泉区の地域資源である農について、区民が理解を深め、活動に関わっていくための取組を推進

しました。 
 

(1) 農産物を生かしたまちづくり事業（８８５）《８５８》 

地産地消への理解を深め、実践してもらうための取組として

泉区特設ＰＲサイト「いずみくらし」に、区内の直売所及び収

穫体験ができる農園の情報や、区内の学校や団体などで行われ

ている地産地消の取組を紹介する記事を掲載しました。 

地産地消の取組紹介記事掲載：５記事掲載 

泉区版よこはま地産地消サポート店紹介ガイド 

「泉味めぐり」改訂版発行：１月 

 

 

(2) 農の活動推進事業 拡充（３２４）《２０７》 

ア 援農団体の活動支援をすることで、高齢化や担い手不足に悩む農家の支援につなげました。

イ 農をテーマにした講座を実施し、泉区の地域資源である農を身近に感じていただくとと

もに、援農等の活動へ関わるきっかけを提供しました。 

ＪＡ横浜による農講座・サツマイモ収穫体験：11 月５日 17 組 38 人（37 組申込） 

農業応援隊と連携した農講座の実施：２月 20 日 19 組 56 人（72 組申込） 

 

 

 

 

 

 

  

○ 援農コーディネーター支援事業【環境創造局事業】（１００）《１００》 

労働力が不足している農家と、農家への手伝いを希望している市民を結びつける、援農

団体の活動を支援しました。 

○ 身近に農を感じる地産地消の推進事業【環境創造局事業・区配】（４００）《２９６》 

地産地消のＰＲや情報発信を通じて、市民が地産地消を身近に感じられる取組を推進 

しました。           （地産地消マップ「いずみ自慢」改訂版発行：11月） 

泉味めぐり 2023 

サツマイモ収穫体験 農講座 
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４ 水・緑・みち魅力づくり支援事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

土木事務所、区政推進課 １，９８１千円 １，４４５千円 

泉区の緑環境の保全を地域団体と連携して進めるとともに、和泉川や村岡川などの流域におい

て地域団体等との協働により、区の特性に対応した魅力づくりを行いました。また、担い手不足

が課題となっている道路・公園・水辺における愛護会等活動が維持・継続できるよう支援を強

化しました。 

 

(1) 魅力づくり支援事業（４５０）《４０７》 

和泉川や立場駅前交通広場の花壇などで活動する団体に花苗の提供などを行い、地域の魅

力づくりを支援しました。 

               四ツ谷湧水における花苗植付      ：６月７日、11 月 13 日 

        和泉遊水地における菜花播種      ：10 月 31 日 

立場駅前交通広場における花苗提供：５月 31 日、９月 30 日、2月 28 日  

 

(2) 愛護会活動支援（１，１８０）《７８５》 

愛護会活動にかかる技術指導などの講習会の実施、草刈りなどの活動を支援するための機

材の貸与などを行うとともに、新たな担い手づくりのために、視察会（神奈川県花菜ガーデ

ン）・合同のつどい（泉公会堂）を開催しました。    

                （視察会開催：10 月 28 日、つどい開催：11 月 25 日） 

(3) 緑環境保全事業（３５１）《２５３》 

地域資源のひとつである貴重な緑環境を守る活動を支援しました。また、区の花・あやめ 

の認知度を上げ、愛着を持ってもらえるよう、普及団体の活動支援等を行いました。 
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５ 深谷通信所跡地等活用事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

区政推進課 ５，８０６千円 ５，７９５千円 

深谷通信所跡地において、区民が利用できる区域を広場として開放するとともに、広場利用を

促進する取組を行いました。また、跡地利用等に関して、地域の意見・要望の調整等を行いまし

た。 

 

(1) 広場等管理運営（５，５４２）《５，１９９》 

跡地内の一部区域を区民が利用できる広場として開放し、定期的な草刈りを実施するとと

もに、日常的な管理運営を行いました。また、多くの区民に利用してもらえるよう、広場の

活用をＰＲするためのイベント等の取組を実施しました。      （イベント：11 月 12 日） 

 

(2) 協議会運営支援（２６４）《５９６》 

跡地利用等に関する協議、情報提供、地域の意見・要望の調整を行う泉区深谷通信所返還

対策協議会の運営を支援しました。（協議会・メモリアルグリーン等見学会：５月 27 日） 

 

  

○ 跡地利用推進事業【政策局事業】（３３，６００）《２９，０８７》 

跡地利用の具体化に向けて検討を進めるとともに国有地処分の準備を行いました。 

また、暫定利用期間中の本市管理区域の維持管理を行いました。 

 

○ 深谷通信所跡地利用関連道路計画検討事業【道路局事業】 

（２０，０００）《１５，２１１》 

外周道路や、外周道路と環状３号線及び環状４号線を結ぶ連絡道路の整備に関する検討、

手続き等を進めました。 

 

○ 大規模施設跡地等墓地整備事業【健康福祉局事業】 

（１０６，５００＜全市＞）《９０，００２》 

  深谷通信所跡地での公園型墓園の整備に関する調査、手続等を進めました。 

 

○ 米軍施設跡地の公園の事業推進【環境創造局事業】（１００，０００）《３３，８７５》 

深谷通信所跡地での公園整備に関する調査、手続等を進めました。 
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６ 広報事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

区政推進課 ２，２６２千円 ２，２６２千円 

「伝わる」広報を実践し、区民の行動変容につなげるため、ホームページや定期刊行物、 

ＳＮＳ、地域メディア等の各種媒体を効果的に活用し、区民に行政情報や地域・生活情報、区

の魅力等を適時的確に情報発信しました。 
 

(1) 泉区ホームページ事業（１７８）《２１８》 

  区ホームページを通じて区政に関する情報を発信しました。また、ホームページと連動し

たツイッターの活用を進めました。 

（アクセス件数：年 1,376,386 件、ツイート回数：年 166 回） 
 

(2) 泉区生活・防災マップ作成事業（５６３）《５４１》 

区内の町区域や各種施設などを網羅した生活地図と地域防災拠点などの防災地図をまとめ

た「生活・防災マップ」を作成・発行し、区の魅力発信記事を掲載しました。 

（３月、11,000 部） 
 

(3) 泉区生活便利帳作成事業（４５３）《３９２》 

区民に必要な生活情報をまとめた「泉区生活便利帳」を改訂し発行しました。 

 （３月、6,000 部） 
 

(4) 泉区広報戦略事業 拡充（１，０６８）《１，１１０》 

区民の必要とする情報を戦略的に情報発信すべく、地域メディアと連携して情報発信しま

した。また、区民と一体となった情報発信のため、「＃住むなら泉区」ロゴマークの普及を

進めました。       

      地域メディアと連携した情報発信：全６回 

地域情報紙での区の魅力発信記事掲載：毎月１回 

「＃住むなら泉区」ロゴマーク周知  

・区民利用施設でのポスター掲示（10月）  

・ロゴマーク入り啓発物品配布（11月～）  

・ＳＮＳ等を利用したキャンペーン（11～１月）  
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  ○ 緑地保全制度による指定の拡大・市による買い取り事業【環境創造局事業】 

（７，１１８，１００＜全市＞）《５，３６３，０３４》 

区内のまとまりのある樹林地の保全を進めました。 

○ ガーデンシティ横浜の推進（各区連携）【環境創造局区配】（２，０００）《１，９６０》 

花壇の設置、地域やイベントとの連携により、区民が花や緑に親しむ機会を増やす取組を

行いました。 

○ 持続可能な住宅地推進プロジェクト【建築局事業】（１，７５０）《１，７５０》 

市民や企業等と協働・連携し、相鉄いずみ野線各駅で、魅力的な地域資源を活かしたまちづ

くりを進めました。 

○ 泉ゆめが丘地区土地区画整理事業【都市整備局事業】（１，００５）《８９３,００５》 

都市計画道路等の基盤整備工事や、換地計画作成手続きを進めました。 

○ 地域交通サポート事業【道路局事業】（５０，０００＜全市＞）《４６，９４９》 

地域にふさわしい交通サービスの実現に向けた地域主体の取組みに対して、関係者と調整し

ながら活動経費助成や調査の実施支援等を行いました。 

○ 横浜市民の読書活動推進事業【教育委員会事務局区配】（１００）《１００》 

第二次泉区読書活動推進目標を軸として、会議やイベントを通じ、関係者（図書館、学校、

区役所、区内読書関連施設）間の連携を図りながら、読書に親しむきっかけづくりを推進し

ました。 

○ 広報よこはま発行事業【統合事業費】（８，０５６）《５，９１１》 

・「広報よこはま」発行事業 

   「広報よこはま泉区版」を、市版との一体感を保ちながら、編集・発行し、全世帯配

布に取り組みました。 

 

・「いずみ福祉保健センターからのお知らせ」発行事業 

福祉保健センターで実施する健診・相談などの事業について、年間日程などを掲載し

た「いずみ福祉保健センターからのお知らせ」を年１回「広報よこはま」３月号とあわ

せて配布しました。 
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施策２ はぐくもう！地域の力（12 事業） 

予算額（２４，６５１千円）決算額《２０，１６２千円》 

１ 地域力支援事業 重点 Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

区政推進課、福祉保健課 ５，９０６千円 ４，７６９千円 

持続可能な地域活動が行われるよう、活動の基盤となる自治会・町内会の役員や各種委嘱委

員等の地域住民の支援に取り組むとともに、担い手不足の解消に向けた、現役世代を含めた幅

広い方々の地域活動への参画を推進しました。また、地域での多様な課題の解決に取り組む泉

区地域協議会や地区経営委員会等の運営を支援するとともに、地域支援に携わる職員の育成を

実施しました。 

 

(1) 泉区地域協議会運営支援（５２３）《４０４》 

泉区全体に関わる課題などに対する意見・提案、地域の課題解決に関する情報交換などを

行う泉区地域協議会の運営支援を行いました。         

定例会：６月 16 日、９月８日、12 月 22 日、２月 16 日 

課題検討部会：７月 14 日、10 月６日、11 月 16 日  

 

(2) 新しい地域活動、社会参加の在り方の企画・情報発信等（１，３５０）《９３５》 

退職後、地域での活躍が見込まれる 50 歳代を対象としたセミナーを開催しました。地域 

とのつながりや交流の大切さを伝えることで、アンケートでは定年後の地域活動への参加 

に前向きな意見をいただくなど、地域活動の担い手確保に向けた周知、情報発信を行いま  

した。 

また、若年世代の地域活動への参画を推進する取組として、子どもが継続的に地域活動に

参加できる仕組みの検討を開始しました。 

（それいけ 50 代！応援セミナー開催：８月 27 日） 
 

(3) 地域活動コーディネーター等派遣（７２０）《２５９》 

地域の課題解決に向けた取組を支援するため、各地区へ地域活動コーディネーター等の派

遣を行いました。                  （コーディネーター派遣：16 回） 

 

(4) 地区経営委員会活動費用助成（４００）《３００》 

地区経営委員会が行う多様な地域活動を持続させるため、各地区経営委員会の運営支援や

地域運営補助金の交付を行いました。 

（６地区：中川、緑園、和泉中央、いちょう団地、中田、しらゆり地区） 

 

(5) 地域支援担当職員育成 拡充（２，３００）《２，２６６》 

国勢調査結果を活用した地区データ分析と報告書を作成し、地域支援に活用しました。 

また、地域支援に従事する職員等に対する研修を実施し、地域支援に必要なスキル・ノウ

ハウの習得や総合調整力の向上を図りました。     

地域支援研修（転入責任職向け）：４月 12 日 

地域支援研修（その他職員向け）：５月 31 日、６月２日 

地域支援研修（中級編）       ：10 月 14 日、11 月 16 日 

地域分析研修         ：２月 24 日、３月９日 
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(6) 地域力支援事務費（６１３）《６０６》 

地域力支援事業の推進にかかる消耗品の購入等を行いました。 

 

  

○ 元気な地域づくり推進事業【市民局区配】（６４７）《４８０》 

いずみ区民活動支援センターと連携し、地域の課題解決やまちの魅力づくりを学び合う

講座を行う「地域づくり大学校」を実施し、泉区の特色を生かしたカリキュラムを通じて、

地域活動の人材発掘・育成を図りました。                    

全４回（９月３日、10 月 22 日、11 月 27 日、１月 28 日） 

受講者数 45 人 
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２ 地域を支えるＩＣＴ活用推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

福祉保健課、高齢・障害支援課 １，６００千円 １,３９２千円 

新型コロナウイルス感染症の影響により、従来の地域での活動や交流が困難であったため、Ｉ

ＣＴを効果的・効率的に活用し、地域の活動や交流が維持できるよう支援を行いました。 

 

(1) ＩＣＴ活用講座（１，０００）《９９４》 

地域活動にＩＣＴを取り入れることにより、効率的かつ継続的に活動ができるようになる

ことを主な目的として、区内７か所にある地域ケアプラザにおいてＩＣＴ活用講座を開催し

ました。     （地域活動につながるＩＣＴ活用講座開催：８～９月及び 11 月～12 月） 

 

(2) 高齢者スマホ教室（孫セラピー）（３００）《１６８》 

高齢者サロンでスマートフォン講座の開催を支援しました。開催にあたり、学生がサロン 

に出向き、直接使い方を手ほどきすることで、高齢者と若者世代のつながりを醸成しました。 

（実施期間：５～７月、９～３月 全 10 回（いずみ野地域ケアプラザにて実施）） 

 

(3) 多職種のためのＩＣＴ活用推進事業（３００）《２２９》 

地域包括ケア推進する関係者と泉区アクションプランの基本理念・目指す姿を共有し、協

働して地域づくりを進めるため、泉サポートプロジェクトマッチングイベントをオンライン

で実施しました。                    （３月 22 日、25 団体参加） 

 

３ 商店街振興支援事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

地域振興課 １，４６２千円 １，４５６千円 

区内商店街の振興や賑わいづくりを支援し、商店街活性化に向けた取組を展開しました。 

 

(1) 商店街振興・賑わいづくり事業（１，４６２）《１，４５６》 

商店街との意見交換会などを通じ、賑わいづくりに向けたイベントやプロモーションの取

組を行いました。また、賑わいづくりと商店街の活性化に向けたイベントとして、泉区商店

街連合会加盟の飲食店による、「いっずんカレー」のリニューアルに加えて、「いっずんスイ

ーツ」を行いました。令和４年度の「いっずんカレー」は、泉区産もしくは横浜産の地場野

菜をふんだんに取り入れた創作カレーを提供しました。 

いっずんカレー（７～８月）：参加店舗数 16 店舗 

いっずんスイーツ（10 月）：参加店舗数５店舗 

 

 

 

 

 

  

○ 商店街活性化イベント助成事業【経済局区配】 

商店街が実施するイベント事業を支援し、地域と商店街のふれあいを深め、商店街の賑わ

いの創出及び活性化を図りました。 
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４ 多文化共生推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

地域振興課、こども家庭支援課 ２，１２０千円 １，６７６千円 

多様な文化を持つ人々がお互いを尊重し、外国籍等区民が地域の構成員として地域活動に参加

しながら協働の地域づくりを進めることができるよう支援しました。 

 

(1) 多文化共生のまちづくり推進事業（５９０）《５０３》 

多くの外国籍等区民が暮らすいちょう団地地区において、地域と協働し、自主的・自立的に

取り組む住民の交流会や懇談会、多言語による日常生活等に係る情報提供等を支援しました。 

また、多言語による情報提供、多文化に関する情報提供を行う「いずみ多文化共生コーナー」

を運営し、多文化共生の取組みを推進しました。 

 

(2) コミュニケーション支援事業（１，１７４）《９８８》 

ア 外国籍等区民が、生活に必要な情報を得られるよう、多言語の生活情報紙「泉区リビン 

グガイド」の更新や行政からのお知らせのほか、各種手続案内等について情報発信を行いま

した。                                              （リビングガイドの更新：１月） 

イ 外国籍等区民に対して、日本語の習得やライフスタイル、文化の理解等をサポートする 

地域ボランティアの人材を養成する「日本語ボランティア入門講座」を開催しました。 

         （１月：３回） 

ウ 外国籍等区民を対象に、日常生活に支障のないレベルの日本語能力の習得を目指した日 

本語教室を開催しました。                   （９月～１月、週１回（全 20 回）） 

 

 

 

 

(3) 外国籍等区民への子育て支援事業（３５６）《１８５》 

日本語に対応できない妊婦及び子育て中の区民を対象に、通訳等のサポートを行いました。

ア 妊娠中から必要な支援を把握し、安全な出産を迎えるサポート及び乳幼児健診後のフォロ

ーや個別心理対応時に通訳が同行・同席し、きめ細やかな子育て支援を行いました。 

（ベトナム語：５回） 

イ 北上飯田保育園において地域の外国籍親子への支援として日本の文化にふれあい、親しみ

を持っていただきながら居場所を提供する子育てサロンを開催しました。    

（37 回、16 人） 

 

  

○ いずみ多文化共生コーナー【国際局区配】（６６４）《４４１》 

ＩＣＴ等を活用しながら新型コロナウイルス感染拡大の影響を考慮して運営しました。 
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５ 区民活動支援センター事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

地域振興課 １，２７２千円 ７９３千円 

区民の活力ある諸活動の推進や、自治会町内会の課題解決に向けた活動の支援を図るため、い

ずみ区民活動支援センターにおいて、地域活動や生涯学習に関する情報提供・相談、多様な地域

の人材の発掘・活用、地域活動を行う個人・団体への活動支援等を行いました。 

 

(1) 区民活動支援センター運営事業（７３４）《６１３》 

ア 区民活動に関する相談業務を実施し、学習機材等を貸出しました。       

イ 区民活動支援センターの認知度を高め、事業内容を広報するため、区民活動情報紙「セン 

ターだより（いずみ区民活動支援センター情報誌）」等を発行しました。（６月、10 月、１月） 

ウ 区民活動団体の広報を支援するため、人財バンク登録者の展示会や発表会を区民ホール 

等や区内の施設で開催し、活動内容を紹介しました。  （３月６日～17 日 ※12 日は除く） 

エ 区民利用施設ネットワーク会議を開催し、自主企画事業の事例や企画立案に向けた課題 

等の情報共有を行いました。                      （12 月５日） 

 

(2) 生涯学習・地域活動支援事業（５３８）《１８０》 

ア 地域の力を地域のまちづくりにつなげるため、ボランティアやサークル活動団体、個人 

の「泉区人財バンク」への登録・利用を促進しました。また、併せて登録データをホーム

ページで公開し、地域での活躍の機会を提供しました。             

イ 自治会町内会や区民活動団体等が地域まちづくりの推進に必要となるノウハウの習得や 

スキルアップを支援するため、地域活動実践講座を実施しました。併せて、地域活動団体

の運営面での課題解決に向けた取組や、区民のまちづくりについてのコミュニケーション

等を促進し、マッチングの場や機会の提供を行い、区民活動を促進しました。  

ウ 区民の生涯学習や地域活動へのきっかけづくりのため、人財バンク登録者による講座や 

区民活動団体の体験会を実施しました。          （９月 21 日～10 月 21 日） 
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６ 自治会町内会振興事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

地域振興課 ２，４４９千円 １，７６３千円 

住みよいまちづくりに貢献している自治会町内会活動を振興するため、行政情報等の提供を進

めました。また、自治会町内会長や役員に対する表彰等を行い、敬意と感謝の意を表するととも

に、自治会町内会の掲示板やホームページを活用した情報発信の取組を支援しました。 
 

(1) 自治会町内会交流推進事業（２，０９９）《１，４７３》 

ア 掲示物や回覧物などの行政情報等を自治会町内会へ送付しました。 

イ 地域活動に貢献された自治会町内会長に対して表彰等を行い、敬意を表しました。（３ 月） 

ウ 自治会町内会の役員に感謝状を贈呈しました。            （４月～５月：50 人） 

(2) 自治会町内会掲示板整備補助事業（３００）《２４０》 

自治会町内会の掲示板の新設・補修等の整備工事費の一部を補助しました。 
（交付状況：７団体・８基） 

(3) 自治会町内会ホームページ作成支援事業（５０）《５０》 

自治会町内会がホームページを作成する上での諸問題の解決に向けた支援を行いました。 

（ホームページ開設：64 団体（７月末現在）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 区民スポーツ振興事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

地域振興課 １，７４８千円 １，４８３千円 

区民の健康志向の高まりに併せて、スポーツの振興を図るため、地域のスポーツ振興団体やス

ポーツ大会、教室を実施する団体へ支援しました。また、地域資源を活用したスポーツ振興イベ

ントを開催し、区民がスポーツに取り組むきっかけになる事業を実施しました。 
 

(1) スポーツ振興団体支援事業（１，１６０）《１，１６０》 

泉区スポーツ協会が行っている各種スポーツ大会や教室、また、区民参加型のスポーツフ

ェスティバル開催への支援を行い、泉スポーツセンターと連携しながら、地域スポーツの運

営を強化しました。 
 

(2) 地域資源を活用したスポーツ振興啓発事業（５８８）《３２３》 

区民がコロナ禍においても心身ともに健康に、生き生きとした生活を送れるよう、スポー

ツに親しむきっかけづくりの一環として、区民参加型のスポーツイベントを開催しました。 

                                     （11 月） 

 

 

 

○ 地域活動推進費補助金交付事業【市民局区配】（４４，８４１）《４３，９９６》 

 自治会町内会、地区連合自治会町内会等が実施する環境美化、防災・防犯活動等の公益

的活動に対する経費の一部を補助しました。 

○ 自治会町内会館整備費補助事業【市民局区配】（１２，６６０）《１２，３５０》 

 自治会町内会館の新築や増改築、改修、修繕等に対する経費の一部を補助し、事務手続

などを支援しました。 

（新築：白百合台自治会、修繕：向根下自治会・下和泉住宅自治会・葛野町内会） 

○ スポーツ推進委員支援事業【統合事業費】（１，７３４）《１，６２１》 

市委嘱のスポーツ推進委員が行うスポーツ振興や啓発事業等の活動を支援しました。 
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８ ごみ減量化推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

地域振興課 ２，２８４千円 ２，０４０千円 

更なるごみ減量と脱温暖化に取り組み、豊かな環境を次世代に引き継ぐため、「ヨコハマ

３Ｒ夢
ス リ ム

プラン」に基づき、市民・事業者の皆様による自主的で自分らしい３Ｒ夢行動を大切にし

ながら、横浜らしい循環型社会に向けて、ごみの減量化、温室効果ガス削減を推進しＳＤＧsに

つなげました。 
 

(1) ごみ減量化活動支援事業（２，２８４）《２，０４０》 

ア 地域が主体となって取り組むごみの減量化推進や集積場所周辺の環境美化等の活動に対

する補助金を、連合自治会町内会（12 地区）に交付しました。 

イ 発生抑制等によるごみ総量の削減啓発チラシや、「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」の認知度を

高めるため啓発物品等を作成しました。 

（３Ｒ夢キャンペーン５回、出前教室１回、早朝啓発４回） 

ウ 自治会・町内会、地域団体、小学校・保育園等を対象に、出前講座や地域イベント等を

通して３Ｒ行動の普及・啓発を進めました。                 

エ 商業施設等と連携し、継続的な啓発活動・キャンペーン等に取り組みました。また、区

内大学と協働し、食品ロス削減にむけたＤＶＤの制作を行いました。           

オ きれいな街づくり、「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」の推進、緑化の推進に功労のあった個人

及び団体を表彰しました。            （表彰式（団体１、個人２）：12 月） 

 

 

 

 

 

９ 脱炭素化推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

区政推進課 ９９０千円 ６８６千円 

脱炭素社会形成のため、区内大学と連携しながら、各啓発イベントへの出展等により区民の

理解促進を図りました。また、緑のカーテン等多世代が身近に取り組める脱炭素化行動を推進 

しました。 
 

(1) 脱炭素化理解促進事業（２００）《１４３》 

区民が脱炭素社会の形成への理解を深められるよう、区独自の啓発リーフレット「泉区版

環境読本」を活用した啓発を行いました。また、各種啓発イベントにおいて脱炭素化理解促

進のための出展を行いました。 
 

(2) 緑のカーテン普及事業（５９０）《４５１》 

脱炭素化に向け、各家庭等で、こどもから大人まで楽しみながら実践できる緑のカーテン

づくりの推進に取り組みました。 種の配布（3,000 箱（１箱／10 粒））：４月～６月 

写真・取組事例募集：８月、ホームページ掲載：12 月 
 

(3) 区内大学との協働による脱炭素化行動啓発事業（２００）《９２》新規 

区内大学との協働により、若者世代とともに取り組むことで、区民目線での身近な脱炭素

化行動を啓発しました。 

 （シェアサイクル利用促進リーフレットの協働制作（4,000 枚）:２月） 

○ クリーンタウン横浜事業【統合事業費】（８３８）《８０６》 

清潔できれいな街ヨコハマの実現に向け、美化推進重点地区において、定期清掃及び 

啓発活動を地域作業所「ぶどうの樹」に委託して実施しました。 （４月～３月：94 回） 



16 

 

１０ 青少年を育むまちづくり事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

地域振興課 ６７６千円 ５２３千円 

地域の大人と子どもたちの交流の機会を設け、大人と子どもの顔と顔のつながる関係づくりを

支援しました。また、学校や地域が一体となって、子どもたちの地域への愛着やふるさと意識を

育み、将来の泉区を担う人材を共に育成するまちづくりを目指しました。 

 

(1) 地域の子ども交流支援事業（６１６）《５２３》 

ア 地域と協働し、区内地区センター等を中心とした４方面において、異なる年齢の子ども

たちが地域の大人と工作やスポーツを通して定期的に交流する取組を支援しました。 

イ 地域内の中学校と協力し、事業の担い手の確保と地域に定着した活動に向けて、中学生

ボランティアの参画を促進しました。 

 

(2) 区子ども会活動推進事業（６０）《０》 

区子ども会育成指導者連絡協議会が行う活動を支援しました。  （５月から活動休止） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 窓口案内ボランティア事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

区政推進課 １，１４４千円 ５８１千円 

公募の区民ボランティアが区庁舎正面玄関で来庁者に挨拶や案内をすることにより、親しみ

やすい区役所をつくりました。また、区民視点から窓口応対や行政サービスについてのご意

見、ご提案を伺い、区役所の業務改善につなげました。 

 

(1) 窓口案内ボランティア事業（１，１４４）《５８１》 

窓口案内に加え、定例会議や研修会などを実施しました。 

（研修会：５月９日・10 日、定例会議：10 月 11 日、１月 31 日） 

○ 青少年指導員事業【統合事業費】（３，２６１）《３，１３８》 

青少年の健全育成促進のため、泉区青少年指導員協議会の活動を支援しました。 

委嘱式：４月８日、74 人 

全員研修会：６月 12 日、107 人 

○ 学校・家庭・地域連携事業【統合事業費】（８９５）《８９５》 

中学校区単位で学校・保護者・自治会町内会等の各種団体で組織する、学校・家庭・地

域連携事業実行委員会の青少年健全育成事業の実施や運営を支援しました。 
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１２ 泉区民ふれあいまつり支援事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

地域振興課 ３，０００千円 ３，０００千円 

泉区に対するふるさと意識、区民の連帯意識を醸成するため、泉区民ふれあいまつりの開催

を支援しました。 

 

(1) 泉区民ふれあいまつり支援（３，０００）《３，０００》 

泉区民ふれあいまつりを実施する泉区民ふれあいまつり実行委員会の活動を支援しま

した。                              （11 月３日） 
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施策３ まもろう！暮らしの安全・安心（７事業） 

予算額（３５，０７６千円）決算額《４０，５４７千円》 

１ 防災対策事業 重点 Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

総務課、福祉保健課、高齢・障害支援課、生活衛生課 ８，０２２千円 ７,７３２千円 

地域や関係機関との連携を強化し、震災・風水害対策に一層取り組みました。 

特に、地域における自助・共助の取組への支援を積極的に行い、地域防災活動の活性化及び地

域防災の担い手の確保・育成を図りました。 

 

(1) 地域防災の担い手支援事業（３，３００）《２，４５０》 

若い世代の防災意識を高め、地域防災活動への参加を促進することを目的としたイベント

を実施しました。また、地域における自助・共助の取組への支援を積極的に行い、地域防災

活動の活性化及び将来に渡る地域防災の担い手の確保・育成を図りました。 

ア 区民の自助・共助による防災・減災の取組を推進するため、地域や防災関係機関と連 

携した防災フェアを実施しました。ゲーム感覚で防災に関する知恵や技術を学べるプログ

ラムなど親しみやすいコンテンツを活用して、幅広い世代に対し防災活動への参加を促進

しました。                       （11 月 12 日、約 1,100 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ リモート型防災アトラクションや、小学生を対象とした防災出前講座等を実施し、若い

世代の防災意識向上を図ることで、自発的な地域防災活動への参加へとつなげ、地域防災

の担い手確保・育成を図りました。       

 （小学校防災出前講座：３校、リモート型防災アトラクション：12 月、260 人） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災出前講座 リモート型防災アトラクション 

防災フェア 
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ウ 町の防災組織や区民が在宅で自主的に防災について学ぶことのできる映像コンテンツ 

の制作を行いました。                         （３月） 

エ 「災害に強い地域づくり」を推進するため、町の防災組織等を対象とした集合研修を 

実施しました。                 （８月３日、６日、７日：46 団体） 

オ 各地域の特性や課題に応じた防災活動の取組支援を行うため、地域からの要請による 

防災出前講座や防災まち歩き、防災相談を実施しました。              （17 団体） 

カ 災害時要援護者支援を推進するため、安否確認の取組支援、町の防災組織との協定締結

による災害時要援護者名簿の提供、出前講座等を実施しました。 

（安否確認カードの配布：22 団体、新規協定締結：１団体） 

(2) 広報・啓発事業（７９７）《１，６３０》 

区民の自助・共助の意識を高めるため、多様な広報手段を活用して啓発を行いました。 

ア 世代に応じた多様な広報媒体を活用し、時節を捉えた防災・災害に関する情報発信を 

行いました。      広報よこはま６月号特集（風水害対策）、１月号（震災対策） 

映像コンテンツの制作〈再掲〉 

イ 区民の防災意識向上のため、防災講演会を開催しました。         （３月） 

ウ 日頃からの備えや地震発生時の対応等について冊子にまとめた震災対策啓発冊子を新た 

に作成し、自助の啓発と行動促進を行いました。          （10 月作成、配布） 

  

震災編 備蓄編 風水害編 

○ 地域の防災担い手育成事業【総務局区配】（７００）《６５》 

地域の防災担い手を育成し、町の防災組織を中心に自助・共助の取組を推進しました。 

○ 「町の防災組織」活動費補助金【総務局区配】（８，６００）《８，６２１》 

「町の防災組織」が行う自主防災活動に対し、補助金を交付し、地域防災体制の確立を図

りました。 

○ 災害時要援護者支援事業【健康福祉局区配】（２１９）《２１４》 

災害時要援護者の安否確認や避難支援等の活動が円滑に行われるよう、地域での取組を 

支援しました。 

○ 感震ブレーカー等設置推進事業【総務局事業】（１０，１００＜全市＞）《１１,１２６》 

  出火危険及び延焼拡大危険等の高い地域の住宅を中心に、大震災発生時に自動的に住宅

の電気供給を遮断する感震ブレーカー等の設置を推進することにより、出火率を低下させ、

火災被害の軽減を図りました。 

○ 家具転倒防止対策助成事業【総務局事業】（３，６００＜全市＞）《３,３６３》 

自ら家具転倒防止対策を講じることが困難な世帯を対象に家具転倒防止器具の取付け 

を無料で代行しました。 
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(3) 地域防災拠点機能強化事業（１，７２９）《２，３９２》 

発災時に円滑な地域防災拠点の開設・運営が行えるよう、地域防災拠点の機能強化を図

りました。また、備蓄庫資機材・消耗品を適切に管理し、常時使用可能な状態を保てるよ

う計画的に維持管理を行いました。 

ア 地域防災拠点運営委員に対し必要な情報提供等を行うため、地域防災拠点運営委員会 

連絡協議会総会を開催しました。併せて、地域防災拠点の委員長等に対して表彰を行い

ました。                              （５月 27 日） 

イ 区内の地域防災拠点における活動の活性化を図るため、区役所と地域が連携し、モデル

校において実災害規模で地域防災拠点開設・運営訓練を実施しました。（領家中学校：１月）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 地域防災拠点運営委員会委員を対象に地域防災拠点の開設・運営方法等についての研 

修会を実施しました。                    （７月 22 日、23 日） 

エ 実践的な地域防災拠点運営に向けた対策に関する議論・検討のために、地域防災拠点 

運営委員長会を開催しました。                      （12 月） 

オ 地域防災拠点の参与及び動員参集する職員等を対象に拠点の開設・運営方法等につい 

ての研修会を実施しました。             

（参与説明会：４月 20 日、22 日、動員職員研修：８月 23 日、31 日） 

カ 地域防災拠点防災備蓄庫にある防災資機材の修繕・点検及び燃料等消耗品について計 

画的な維持管理を行うとともに、避難所の感染症対策やプライバシー確保のために間仕 

切りパーテーション及びプライベートテントを追加配備しました。    （各拠点３個） 

キ 地域防災拠点へ配布している衛生対策ポスターの内容更新、追加及び補充を行いました。

ク 防災ライセンスリーダーの知識・技術の向上を図るため、地域防災拠点に配備されてい

る資機材の取扱い研修会を開催しました。                  （２月） 

 

  

避難者受付訓練 居住スペース区割り(体育館・校舎内)  

資機材取扱い訓練 
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(4) 防災体制の整備・強化事業（１，７２５）《１，０２４》 

災害時に円滑な区災害対策本部運営を行うために、関係機関との連携強化を図りました。 

また、円滑な区本部運営を行うための資機材の適切な維持管理と整備を行いました。 

ア 防災関係機関等と連携し、災害発生時に的確な対応ができるよう、防災連絡協議会総会 

を開催しました。                        （９月・書面開催） 

イ 震災対応能力の更なる向上を図るため、「防災週間」・「防災とボランティア週間」に、 

地域や関係機関と連携した泉区災害対策本部運営訓練を実施しました。 

（９月 14 日、１月 20 日） 

ウ 大規模化、多発化する風水害に備え、土木事務所・警察・消防等と連携した風水害情報 

受伝達訓練と、区職員の風水害対策訓練を実施しました。 情報伝達訓練：６月 28 日 

                           風水害対策訓練：７月 27 日 

エ 区職員を対象に区防災計画等についての研修会を実施しました。  （５月 18 日、20 日） 

オ 区本部の運営に必要な資機材を整備しました。また、災害用携帯電話・衛星携帯電話等

区本部の資機材の維持管理を行いました。          

カ 風水害時に指定緊急避難場所に避難した区民が安心して待機できるよう、指定緊急避難 

場所運営資機材を整備しました。                               

○ 地域防災活動奨励助成金【総務局区配】（２，６４０）《２，４７６》 

  地域防災拠点運営委員会連絡協議会に対して、連絡協議会及び地域防災拠点運営委員会

が実施する研修・広報・訓練等の運営経費及び防災資機材の維持管理経費の一部として奨

励助成金を交付しました。 

○ 災害対策備蓄事業【総務局事業】（１３５，９５０＜全市＞）《１０６,２７９》 

  発災直後の市民の食料不足等に備え、市民の安全確保にかかわる食料及び水缶詰を備蓄

しました。また、期限を迎える食料を確認し、更新計画に則り、更新及び効率的かつ恒久

的な備蓄サイクルを構築しました。 

○ 災害時下水直結式仮設トイレ整備事業【環境創造局事業】 

（６２６，０００＜全市＞）《９３４,６５８》 

  災害時のトイレ機能を確保するため、地域防災拠点や応急復旧活動拠点（市区庁舎）で、

災害時下水直結式仮設トイレ（災害用ハマッコトイレ）の整備を行いました。      

  （整備：いずみ野小、東中田小）

○ 横浜防災ライセンス事業【総務局事業】（１，３０３＜全市＞）《１,９８６》 

地域防災拠点の資機材取扱いに関する実践的な講習を実施し、受講した資機材取扱い 

リーダーが地域防災拠点での防災活動に参画することで、地域防災力の向上を図りました。 

○ 消防団の充実・強化事業【消防局事業】（２，０００）《１,９２５》 

消防団の災害対応力の向上に向け、器具置場を整備しました。 

（上飯田中村町内会館東側市有地（泉消防団第四分団第２班）） 
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(5) 災害時医療調整・保健活動事業（３７２）《２０２》 

発災時に迅速かつ的確な医療救護活動ができるよう、区内医療関係機関との情報共有・

訓練等を目的とした連絡会議の開催及び避難所の巡回診療等に必要な医療用品を備蓄しま

した。 

ア 泉区災害医療連絡会議の開催             

イ 保健師、栄養士等による避難所巡回用の医療用品の備蓄 

ウ 食生活等改善推進員と連携した、家庭食料品の回転備蓄の啓発及び講座等の開催 

 

(6) 災害時ペット対策事業（９９）《３３》 

ア 地域防災拠点等に災害時ペット同行避難訓練をはたらきかけ、地域の理解を深めました。 

イ 地域防災拠点運営委員会に出張講座を行い、災害時のペット同行避難の具体的な運営 

 法等の説明を行うことで円滑な拠点運営を支援しました。 

ウ 地域防災拠点訓練等において、災害時のペット同行避難用品や啓発パネルの展示、パン 

フレット等を活用した説明等を行うことで、ペットの飼い主に災害時の備えについて周知 

しました。 

エ 災害時のペット対策に関する飼い主向けのリーフレットを作成し啓発に活用しました。 
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２ 防犯対策推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

地域振興課 ５，３５５千円 ５，０５４千円 

地域・団体・事業者の自主防犯活動を支援するとともに、防犯に関する啓発活動や講習会等に

より、区民の防犯意識の向上を図り、安全・安心な泉区を目指しました。 

  

(1) 地域連携事業（９２５）《８５１》 

ア 12 地区連合の防犯担当者、泉警察署、泉防犯協会、区役所で構成する地域防犯担当責任 

者会議を開催し、情報交換や課題解決に向けた検討等を行いました。 

 （年４回：５月 20 日、９月 21 日、12 月 20 日、３月 20 日） 

イ 振り込め詐欺や還付金等詐欺、その他の犯罪等の未然防止を図るため、メーリングリスト 

「いずみ安全・安心メール」の運用・配信等の広報啓発活動を行いました。また、防犯活動の 

取組等を紹介するパネル展を実施しました。      （メーリングリスト：週１回配信） 

ウ 犯罪被害や消費者被害を防ぐため、防犯研修会や消費者対策研修会を実施しました。 

エ 警察と防犯協定を結び、迷惑電話防止機器を活用した特殊詐欺防止活動を実施しました。 

（累計貸出数 455 台） 

(2) 地域防犯力支援事業（３，１０２）《２，９１６》 

ア 12 地区連合が取り組む自主防犯活動を支援するとともに、自治会町内会に対して、のぼ 

り旗やステッカー等の防犯関連用品を提供しました。 

（のぼり旗配布数：244 団体 642 枚） 

イ 泉警察署との連携を強化し、地区連合や自治会町内会等を対象とした防犯講習会や合同 

防犯パトロールを実施しました。                             （15 回） 

ウ 愛犬の散歩を活用した「わんわんパトロール隊」の普及を継続し、地域による防犯活動 

をきめ細かく展開しました。                 （登録数：累計 959 頭） 

エ 新入学児童用の防犯ブザーの購入に係る費用の一部を助成するとともに、地域ぐるみで 

児童・生徒を見守る「こども１１０番の家」の設置を支援し、プレート等を配付しました。 

（こども１１０番プレート配布数：５団体 74 枚） 
 

 (3) 地域防犯対策巡回警備事業（１，３２８）《１，２８７》 

青少年の健全育成及び犯罪抑止に向け、日中の時間帯に青色回転灯装着車による巡回パト

ロールを実施しました。                   （５月～３月：52 日間） 

 

 

 

○ 落書き防止事業【市民局区配】（４２）《４２》 

落書き行為の防止に関する理解と関心を深めるため、広報啓発活動等を行いました。ま

た、落書き消去に必要な物品を提供する等、自治会町内会や団体等が行う活動を支援しま

した。 

○ ＬＥＤ防犯灯設置事業【市民局事業】 

地域の防犯環境の向上と温暖化対策等を促進するため、ＬＥＤ防犯灯の整備を行いまし

た。                          （設置数：電柱共架 21 灯） 

○ 地域防犯カメラ設置補助事業【市民局事業】 

犯罪のない安全なまちづくりに向けて、地域の自主的な取組を支援するため、自治会町

内会等に対し、防犯カメラの設置費用の一部を補助しました。  （交付数：２団体３台） 
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３ 交通安全対策推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

地域振興課 ４，４３４千円 ４，１８９千円 

交通事故のない安全な泉区を目指して、地域、関係機関・団体などと連携を強化し、交通安全

キャンペーン活動や子ども・高齢者の事故防止を重点とする交通安全啓発活動を実施しました。 

 

(1) 泉区交通安全対策協議会運営事業（３８１）《３４３》 

ア 各季の交通安全運動において、区内の交通事故の発生状況を考慮した交通安全啓発活

動を行いました。また、泉区交通安全対策協議会だよりを発行し、活動の取組を紹介し

ました。 

イ 交通安全協会などの団体が実施する交通安全教室や自転車の乗り方教室、啓発活動と連

携し、総合的な交通安全対策を展開しました。 

 

(2) 交通安全マナーアップ推進事業（７９６）《７１０》 

ア 小学生を対象とするスローガンコンクールを実施し、児童が交通安全について考える機

会を提供するとともに、最優秀作品を交通安全啓発活動に活用しました。（12 月～１月） 

イ 交通安全と交通事故防止に功労のあった個人・団体、年間交通事故ゼロを達成したスク

ールゾーン対策協議会に表彰を行いました。                （３月） 

 

(3)  子ども交通安全対策事業（３，２５７）《３，１３５》 

ア 各学校の交通安全対策の取組に関する情報交換、意見交換等を行う通学路安全対策連絡

会を開催し、様々な活動の取組を支援しました。 

イ スクールゾーン対策協議会や自治会・町内会、関係機関と連携し、児童などの見守り活

動等を支援するとともに、まちの景観保全等に配慮した小型公共表示（電柱巻）を設置す

るなど、通学路の安全対策を図りました。 

 

  



25 

 

４ 自転車等放置防止事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

地域振興課 ４４０千円 ３２４千円 

駅周辺の放置自転車等の抑制や、自転車利用者のマナーアップを図りました。 

 

(1) 自転車等放置防止事業（４４０）《３２４》 

自転車等放置防止推進協議会が行う自転車走行のマナーの向上や自転車等駐車場利用の促

進等の啓発活動を支援しました。 

また、各協議会の情報共有等を図るため、自転車等放置防止推進協議会連絡会を開催しま

した。 

 

 

 

 

  

○ 自転車マナーアップ事業【道路局区配】（１，５５５）《１，０３３》 

自転車等放置禁止区域内にマナーアップ監視員を配置し、自転車等駐車場の適正利用の

指導啓発、放置自転車等へ啓発札の貼付を行いました。また、自転車と歩行者の錯綜が多い

駅では、押し歩きへの協力やながらスマホ、ヘッドホン着用運転の自粛等を含めた自転車

利用者のマナーアップ啓発に取り組みました。 
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５ 「食とくらし」の安全・動物愛護推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

生活衛生課 ５０１千円 ４７４千円 

食中毒予防など「食の安全・安心」やハチの駆除、動物との共生など「くらしの安全」に対

する高い関心に応えるため、関係団体と協働して普及啓発や支援を行いました。さらに、食品

取扱施設、社会福祉施設等の衛生管理向上のために「食とくらし」の安全を支援しました。 

 

(1) 食とくらしの安全・安心サポート事業（２２０）《２０３》 

ア 泉区食品衛生協会と協力し「食中毒予防キャンペーン」を開催しました。（11 月３日） 

  イ 食中毒予防を中心に保育園・高齢者福祉施設への立入調査を実施し、衛生的な管理運営 

の支援を行いました。 

  ウ 地域や団体の要望に基づく食品衛生出前講習会を開催し、衛生意識の向上を図りました。

  エ 地域のお祭りなどのイベントにおける食中毒を予防するため、模擬店等食品提供者を対

象に衛生講習会を行いました。 

  オ 食中毒の発生しやすい時期やノロウイルス食中毒警戒情報の発令時にホームページ等を

活用した注意喚起を実施しました。 

  カ 区内飲食店等からの食中毒発生を予防するため、講習会実施などによりＨＡＣＣＰの取

組を推し進めていきました。 

 

(2) ハチ等の駆除支援事業（５０）《３９》 

ア 広報への掲載や区役所窓口及び関係団体等での啓発リーフレット配布により、安全で 

適切な駆除法について、より広く区民へ啓発しました。 

イ 区民からの駆除相談に対し、電話による相談対応や現地での助言を行いました。また、

駆除機材や蜂防護服等の貸出を行いました。 

 

(3) 犬や猫の適正飼育普及啓発事業（２３１）《２３１》 

ア 散歩での糞尿被害や鳴き声など、犬に関する苦情を軽減するため、窓口に事務手続きに 

来た飼い主に対し、犬の適正飼育等のチラシを配布し、普及啓発を行いました。 

  イ 飼い主のマナー向上のため｢犬の飼い方教室｣を開催し、適正飼育及び災害時の備えにつ

いて普及啓発を行いました。                （犬の飼い方教室：10 月７日、12 月９日） 

  ウ 飼い主のいない猫の問題に対して、啓発パンフレットの活用や地域での説明会等の実施

により、地域猫活動を推進しました。 

  エ 動物愛護週間（９月 20 日～26 日）に合わせて、保育園児が描く｢どうぶつ絵画展｣を開催

し、動物愛護に関する啓発を図りました。           （どうぶつ絵画展：９月 20～26 日） 
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６ 区役所環境向上事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

総務課、税務課 １５，０８２千円 ２１，５５９千円 

区庁舎の環境整備・窓口サービス向上を通じ、区民が快適で利用しやすい区役所の実現に取

り組みました。 

 

(1) 区庁舎等の環境整備 拡充（９，４７８）《１６，２５６》 

区庁舎及び区民が利用する施設等において安全性、利便性、快適性を確保するため、設備

改修等の環境整備を行いました。また、４階執務室化工事にあわせて、区役所窓口の再編成

を行いました。 

 

 

 

 

(2) 人権啓発講演会・窓口応対職員研修（８４０）《９８６》 

区民を対象とした人権啓発講演会を実施しました。            （12 月５日） 

また、区民サービス向上を目的とする、職員を対象とした研修を実施しました。 

（９月 29 日） 

(3) 税務申告窓口サービス向上（７０６）《４６８》 

確定申告時に税理士等による医療費控除の申告相談を実施するとともに、来庁者の円滑な

誘導のため窓口案内を行いました。      （開催：令和５年２月 16 日～３月 15 日） 

 

(4) 区役所利用者一時託児（４，０５８）《３，８５０》 

乳幼児を連れた区役所利用者へのサポートとして、区役所１階で一時託児を実施しました。

（開設：週４日、９～16 時） 

 

  

○ 区庁舎等の環境改善事業【市民局区配】（１０１，４３９）《１１５，８５７》 

区役所４階の未利用スペースを執務室とするための工事を行いました。 

（工事期間：６～10 月） 
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７ 区民相談事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

区政推進課 １，２４２千円 １，２１５千円 

泉区内に居住する日本語による意思疎通が困難な外国籍等区民の生活を支援するため、生活

相談や翻訳を実施しました。 

 

(1) 泉区外国籍等区民相談事業（１，２４２）《１，２１５》 

ア 中国語相談                         （週１回、全 47 回） 

イ ベトナム語等相談                      （週１回、全 48 回） 

 

 

 

  

○ 市民相談事業【統合事業費】（１，８３２）《１，８２９》 

区民が抱える問題の解決を支援するため、特別相談（法律・公証・交通事故・行政・行政

書士）を実施しました。 

○ 道路整備事業【道路局区配・局事業】 

・都市計画道路中田さちが丘線の周辺道路の再整備工事及び権太坂和泉線（名瀬・岡津地 

区）の用地取得を進めました。 

・上飯田第３５４号線（中田北二丁目地区）等、区内６箇所の道路整備事業について、用地

取得や測量、歩道整備工事等を進めました。 

○ 河川改修事業【道路局区配・局事業】 

・和泉川においては、昨年に引き続き管理用通路の舗装や河川管理用施設の整備などの安全 

対策を行うとともに、新幹線横過部において警報装置などを整備しました。 

・阿久和川では、橋際橋上流の護岸工事に着手しました。 

・令和３年度に引き続き、和泉川、阿久和川、宇田川、相沢川において河道内の樹木の伐採 

や河床の浚渫工事を行いました。 

○ 下水道整備事業【環境創造局事業】 

令和３年度に引き続き和泉が丘地区、上飯田地区の浸水対策を実施するとともに、中和田雨

水幹線工事(和泉町第二公園（令和４年５月 23 日より公園一部閉鎖中））に着手しました。 

○ 公園整備事業【環境創造局区配】 

新橋天神の森公園など区内の 10 公園で施設改良工事を実施しました。 

○ 立場地区センター駐車場機能の確保に向けた泉区休日急患診療所跡地の活用【市民局区配】 

（１０,０００）《８，１２１》 

立場地区センターの駐車場機能を維持するため、旧泉区休日急患診療所跡地の一部の所管

替えを伴う駐車場再整備を行いました。令和４年度は実施設計及び分筆測量を実施しました。 
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施策４ ささえあおう！健やかなまち（８事業） 

予算額（１３，６１５千円）決算額《１２，９８２千円》 

１ 泉わくわくプラン推進事業 Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

福祉保健課 １，５８６千円 １，５７４千円 

地域の課題を地域で解決し、地域の支え合いによって誰もが安心して暮らせるまちを目指す

「泉わくわくプラン（第４期泉区地域福祉保健計画）」について、区社会福祉協議会、地区社会

福祉協議会、地域ケアプラザ、関係機関等と協働して、具体的な取組を進めました。 

 

(1) 計画の推進（５７６）《３２６》 

地域共生社会の実現のため、泉区の福祉・保健・医療・地域・行政等の連携強化等を目的

とした地域福祉保健推進協議会を開催しました。 

（地域福祉保健推進協議会：２月７日） 

 

(2) 計画の周知・啓発（１，０１０）《１，２４８》 

泉わくわくプランについて、より多くの区民に知ってもらい、地域の様々な取組に参画し

てもらうため、イベントの開催等を通じて区民に対する周知・啓発を進めました。なお、毎

年２月を推進月間と位置づけ、重点的に取り組みました。     

（推進イベント開催：２月 21 日、22 日、24 日） 
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２ 泉区地域包括ケア推進事業 重点 Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

高齢・障害支援課 ２，０７６千円 ２，０４９千円 

団塊世代が 75 歳以上となる 2025 年に向けて、医療・介護、介護予防・生活支援等を一体的に

提供する横浜型地域包括ケアシステムの構築を進めるため、「泉区アクションプラン」に基づ

き、関係機関と連携しながら各事業を推進しました。 
 

(1) 地域包括ケア普及啓発事業 拡充（１，３０６）《１,３０１》 

地域包括ケア推進に向けた啓発物品やアクション通信を作成・活用して、区民の地域包括

ケアへの関心を高めるとともに、支援者に対して研修を実施し、人材育成を進めました。 

また、多様な主体による生活支援サービスの創出につなげるため、泉サポートプロジェ

クトと連携してマッチングイベントを開催し、施設・企業等に取組への参加を呼びかけま

した。 

・地域包括ケアシステム構築のための人材育成研修（２回） 

１回目（８月 24 日）：テーマ「泉サポートプロジェクトの今後の展開」17 人 

２回目（12 月 6 日）:テーマ「データ活用について」         15 人 

・看取りのＶＲ研修（支援者向け）      （８月 18 日）33 人 

・泉サポートプロジェクトマッチングイベント （３月 22 日）25 団体 

・地域包括ケア啓発物品作成 

（エコバック 410 枚、地域包括支援センターリーフレット 5,000 枚） 

・わたしのアクション通信 VOL１～５発行 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 地域包括ケア推進事業【健康福祉局区配】（４００）《８１６》 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、関係機関が具体的なアクションを進められるよ

う各種会議でアクションプランを説明するとともに、区民の取組促進に向けて、高齢者自

身ができることを見つけて書きだせる「アクションプラン概要版」を新たに作成・配布し

ました。 

＜マッチングイベント内容＞ 

全体コーディネート役 服部 真治 先生 

一般社団法人 医療経済研究・社会福祉協会 

医療経済研究機構政策推進部 副部長 研究

部主席研究員  

第 1 部 14：00～15：00 

いちょう団地移動販売の取組事例 

登壇者：いちょう団地住民代表 

株式会社ローソン 

    スコップ上飯田 ほか  

第 2 部 15：10～16：30 

地域課題と企業・社会福祉法人に 

できること 

アクションプラン概要版 
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(2) 認知症等地域支援事業（５５０）《６００》 

地域全体に認知症への理解を広げるため、支援者向けにＶＲ機器を用いた研修を実施し、

認知症当事者の視点の理解・主体的な意識醸成に繋げました。また、地域ケアプラザ等の 

地域単位での研修実施により、より身近な支援者との継続的な関係構築を支援しました。 

支援者向け認知症ＶＲ研修：８月 23 日 32 人 

地域ケアプラザでの研修（４か所）： 

・踊場地域ケアプラザ   10 月 １日～4日   28 人 

・岡津地域ケアプラザ   11 月 ８日～12 日  17 人 

・上飯田地域ケアプラザ  11 月 22 日～26 日  41 人 

・いずみ野地域ケアプラザ  1 月 19 日～22 日  39 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 多職種のための情報連携支援事業（８０）《５０》 

高齢者が安心して在宅療養ができるよう、お薬手帳と一緒に持ち歩くことができ、医療・

介護関係者に必要な情報を書き込める情報共有ツール「私のおぼえがき」の普及啓発を進め

ました。 
 

(4) 緊急時の支援（９０）《４８》 

親族からの支援が望めない高齢者等の緊急入院・入所の際の移送費や日用品の確保、支給

を行いました。 
 

(5) 高齢者社会参加支援（５０）《５０》 

老人クラブ活動の活性化や交流を促進するため、功労者表彰等を支援しました。  

（シニアクラブ大会での表彰（６月 22 日）34 人） 
 

○ 認知症支援事業等【健康福祉局区配】（４００）《１８３》 

認知症になっても、周囲の理解や見守り、ご家族を支える取組などにより、住み慣れた地

域で暮らし続けることができるよう、認知症に関する普及啓発、相談、緊急対応事業を行い

ました。 

○ 地域づくり型介護予防事業【健康福祉局区配】（１,２１０）《１，００６》 

元気なうちから介護予防に取り組む地域づくりを目指し、講演会や広報等による啓発 

活動を実施しました。また、地域で高齢者の自主的な介護予防活動が継続的に行われるよう、 

地域の人材育成や関係機関との連携を進め、活動を支援しました。 

○ 在宅医療連携拠点事業【医療局事業】（３５７，７００<全市>）《３２１，７３５<全市>》 

市民が安心して在宅医療・介護を受けられるよう、区医師会と協力して在宅医療連携拠

点を運営しました。患者家族や病院からの相談業務のほか、在宅医療に関する市民向け講

演会、医師向け研修を行いました。 

ＶＲ研修の様子 
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３ 健康づくり活動支援事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

福祉保健課 ２，４５８千円 ２，２５４千円 

運動習慣の定着、食習慣の改善を目的に、保健活動推進員や食生活等改善推進員、関係機関

と連携して健康づくりの活動を支援するとともに、活動を通じて、健康に対する意識向上や地

域での仲間づくりなどを進めました。また、がんの予防及び検診の啓発に取り組みました。 

 

(1) 健康づくり推進事業（６３）《７５》 

働き・子育て世代などを対象に、生活習慣病予防のための運動、食事における栄養、歯科

予防、健康チェック等を取り入れた健康づくり講座を参加しやすい日時で実施しました。 

 

(2) 食習慣の改善事業（５５４）《４６９》 

ア 生活習慣病の予防のための食事相談を行いました。           （月２回） 

イ 食生活等改善推進員会の協力を得ながら、食生活改善講習会等を開催しました。 

 

(3) がん検診啓発事業（４０）《３７》 

働き・子育て世代から高齢者を対象に、健康づくりイベントや地域のイベント等において、

様々ながんの予防及び検診の啓発を実施しました。 

 

(4) 乳幼児健診時の保護者への健康づくり事業（１，３８１）《１，２２４》 

ア ４か月健診の保護者等を対象に、自身の口腔ケアとむし歯菌の母子感染予防を目的に、

個別相談・指導を実施しました。                     （月２回） 

イ ３歳児健診の保護者等を対象に、自身の食生活改善相談や骨密度測定を実施しました。 

（月２回） 

ウ ３歳児健診の母子等を対象に、乳がんの自己触診方法の体験や乳がん、子宮がん等の予

防及び検診の啓発を行いました。                                        （月２回） 

 

(5) 生活習慣改善啓発事業（４２０）《４４９》 

ア 生活習慣病予防をテーマに保健活動推進員会、食生活等改善推進員会等と連携し、相

談・健康測定・パネル展示等によるイベントを実施しました。また、動画やウェブ配信等

を活用した啓発を行いました。   （みんなの健康アップフェスティバル：６月２日） 

イ 区庁舎１階に常設している健康づくり情報コーナー「チョコット立ち寄り健康チェック」

で時季やトピックスにあわせた健康づくり情報の展示と啓発を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 健康横浜 21 推進事業【健康福祉局区配】（９８８）《５３１》 

健康増進計画である健康横浜 21 に基づき、受動喫煙防止の啓発強化、糖尿病の重症化予

防及び生活習慣の改善の取組、歯科口腔保健関係事業を行うとともに、がん検診・特定健

診の普及を進めました。 
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４ 障害児・者社会参加促進支援事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

高齢・障害支援課 １，１５４千円 １，１１５千円 

障害の有無にかかわらず、誰もが地域で安心して生活できる地域社会の構築に向けて、当事

者・地域・自立支援協議会と行政が協働して取り組み、障害児・者や難病患者への理解を深める

とともに、社会参加促進を支援しました。 

 

(1) 泉ふれあいシールラリー（９４４）《９７１》 

区民の障害理解の推進を目的に、区内の障害福祉事業所を巡るシールラリーを開催しまし

た。障害のある方が日頃活動している区内の事業所に実際に足を運んでいただくことで、障害

当 事者と地域の方との交流の機会とし、障害への理解を深めました。 

（11 月９日～12 月９日開催、37 事業所参加） 

 

(2) 自主製品等販売活動支援事業（１７０）《１２９》 

ア 区総合庁舎区民ホールで行われる区内障害者福祉事業所の自主製品販売活動を支援し

ました。                         （12 事業所、週５日） 

イ 横浜市営地下鉄戸塚駅構内で行われる区内障害福祉事業所による泉区産農作物等の販

売活動を支援しました。                 （５年３月下旬 試行再開） 

ウ 横浜市営地下鉄立場駅構内で行われる区内障害福祉事業所による自主製品等の販売活  

 動を支援しました。              （４年９月以降、月１～２回で再開） 

  

(3) 難病支援（４０）《１６》 

難病患者とその家族を対象とする交流会の開催を支援しました。      （年８回） 

○ 地域で活動する健康づくり団体への支援【健康福祉局区配】（２１２）《１８４》 

・保健活動推進員や食生活等改善推進員（ヘルスメイト）に対して、活動をサポートしなが

ら共同して区の健康づくり事業や地域イベントでの健康啓発を実施しました。 

・食生活等改善推進員養成講座において、地域活動に向けたリーダー育成を実施しました。 

○ 感染症対策事業【健康福祉局区配】（１０，７２８）《２，９９５》 

・区内の感染症患者及び家族に対する支援及び接触者健診の実施や、区内の学校・施設等で

感染性胃腸炎などが発生した際に感染拡大防止のための保健指導等を行いました。 

・高齢・障害施設や保育所等の福祉施設で感染が発生した際に適切な対応ができるよう、施

設向け研修会を開催しました。 

○ 松風学園再整備事業【健康福祉局事業】（１，０１５，０９０<全市>）《９２８，３４９》 

入居者の居住環境改善のため、新居住棟の建設工事を進めていました。また、同園敷地に

整備された民設新入所施設「泉の郷まつかぜ」が４月１日に開所しました。 
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５ いずみっこ子育て支援事業  Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

こども家庭支援課 １，８５９千円 １，６５５千円 

子育てに必要な知識や情報が的確に届くことで、養育者が必要なサービスを活用しながら安

心して育児が行えるよう支援しました。 

 

(1) 乳幼児健診等保育サポート事業（１５４）《２１４》 

乳幼児健診等の会場に保育ボランティアを配置し、複数の子どもを連れた養育者に対して、

安心して健診を受けていただけるよう子どもの見守りを行いました。      （68 回） 

 

(2) パパ・ママ子育て支援事業 拡充（１，１３７）《１，１００》 

ア  いいＫＡＧＥＮ
か げ ん

な子育てプレクラス 

初めての出産・育児を控えた参加者が、安心して出産・子育てを行うために必要な知識

や沐浴などを学べるよう、実践を交えた教室を開催しました。 

また、定員超過や新型コロナウイルス感染症の影響により会場で受講できない方への対

応として、オンライン指導を実施しました。 

妊婦編：妊婦の健康づくりと出産に向けた呼吸法、妊婦疑似体験、「親になる心構えに 

ついてのワークプログラム」講義を実施しました。 

（１コース３回、12 コース実施、771 人) 

産後編：妊娠期からの切れ目のない支援として、育児不安等への相談や参加者同士が育児

状況の共有を行いました。また、妊婦編参加者とのふれあいの時間を設け育児の 

イメージ化を図りました。                 （12 回 199 人） 

本教室で活用するワークプログラムの効果を判定するため、事業アドバイザーを依頼 

しました。                               （３回） 

イ 赤ちゃん教室 

 初めての育児を行う養育者を対象に、育児相談や健康教育（離乳食・虫歯予防、事故予 

防等）、仲間づくりをすすめ、地域の子育て支援につなげました。地域住民が運営協力者と

して従事し、地域の見守り活動の充実を図りました。   （10 会場各 10 回、1,538 人） 

  

(3) 子育て支援情報提供事業（５６８）《３４０》 

ア ウェブサイトでの子育て情報の発信 

「いずみくらし」及び泉区役所のホームページ内の子育て支援情報を充実させ、行政サ

ービスや地域の子育ての最新情報をリアルタイムで発信しました。      

イ 子育てガイドブックの印刷 

 地域子育て支援拠点との協働で作成する子育てに関するガイドブックを「こんにちは赤

ちゃん訪問事業」の対象者分を印刷し配布しました。            （２月） 

ウ こども家庭総合支援拠点開設に伴う情報提供・発信の強化 

 こども家庭支援課の窓口業務及び専門職の家庭訪問等でタブレット端末を活用した情報

提供・発信を行いました。                       
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６ 妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援充実事業 重点 Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

こども家庭支援課 １，８４６千円 １，７９９千円 

子どもと養育者が安心して生活するため、妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援を充実

し、児童虐待の予防から発生時の迅速な対応と、ＤＶ相談等への的確な支援ができる仕組みを

構築しました。 

 

(1) 子ども虐待予防事業（１，１９８）《８７４》 

ア 配食サービスを通じたひとり親家庭向け情報提供等支援事業 

就労等を理由として区役所からの情報提供等を行う機会を確保できないひとり親家庭に

対し、支援ニーズの早期把握及び支援施策に関する情報提供を行うとともに、養育者の家

事負担の軽減及び家族団らんの確保を目的として配食サービスを行いました。   

９月事業開始、以降月２回  

対象世帯数：11 世帯、配食総数：196 食  

 

イ エリア別要保護児童対策地域協議会 

児童虐待の早期発見、迅速かつ的確な対応のため、保育所や小・中学校、民生委員・

児童委員等を対象に、地域ケアプラザエリア単位での連携した見守り強化を目指し、要保

護児童対策地域協議会を開催しました。 

下和泉地区要保護児童地域対策協議会：７月 14 日 

いずみ中央・いずみ野地区要保護児童地域対策協議会：９月 12 日 

新橋・岡津地区要保護児童地域対策協議会：11 月 15 日 

 

(2) 地域の子育て支援力向上事業 拡充（６４８）《９２６》 

ア 子育て応援マークの配布・ＰＲ動画作成 

 子育て世代が地域に見守られ、孤立せずに子育てができる地域づくりを目指し、子育て

応援マーク及び啓発チラシを配布し、子育て支援に参画する区民を増やしました。また、

子育て応援サポーターの活動紹介や子育て応援マークの啓発を目的にＰＲ動画を作成しま

した。 （子育て応援マークの配布：37 か所で 2,500 個、周知動画の作成配信：１月～） 

イ 子育て支援活動ヒント集作成 

子育て支援の活動を充実させるため、子育て支援活動ヒント集を作成しました。今後、地

域の活動団体やボランティア等へ配布します。               （３月） 

 

ウ 活動者向け研修 

子育て応援サポーターの研修会を地域子育て支援拠点と協働で開催し、サポーターの活

動を拡充しました。           （子育てサポーター研修会：９月９日、８人） 
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７ 保育施設・幼稚園等との協働による子育て支援推進事業 Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

こども家庭支援課 １，３６９千円 １,３２８千円 

保育施設・幼稚園等と協働して情報発信を行うとともに、地域子育て支援を進めました。 

また、保育ニーズへの丁寧な対応や関係者の協力により事業を進めることで待機児童ゼロの継

続につなげました。 
 

(1) 保育施設・幼稚園協働による保育施設ＰＲ事業（３５５）《３４８》 

保育施設・幼稚園・地域子育て支援拠点と協働し、区内育児支援情報の提供と、保育施

設・幼稚園の紹介、保育・教育コンシェルジュによる保育相談等を行うイベント「いずみっ

こひろば」を開催しました。                       （９月５日～10 日、600 世帯） 

 
(2) 保育園地域支援事業（２５８）《２５８》 

ア 市立和泉保育園において子育て世帯を対象に親子の居場所を提供し、その中で参加者向

けに育児講座を行いました。                     （38 回、328 人） 

イ 保育園が地域に開かれ、地域の中高齢者と園児や地域の親子が遊びを通して交流しまし

た。中高生等と園児が触れ合い、将来の虐待防止や保育士の仕事にも興味を持つようつな

げました。                              （２回、６人） 

 

(3) 職場復帰講座（９６）《８０》 

育児休業等から職場復帰を希望する子育て家庭向けに、復帰する際に直面する課題や解決

方法等について講座を開催しました。                                        

（２月 25 日 14 組（対面：11 組 オンライン：３組）） 

 

(4) 保育サービス等の情報発信事業（６６０）《６４３》 

保育施設・幼稚園紹介のウェブサイトや冊子で様々な情報を発信するとともに、保育・教

育コンシェルジュによる出張相談等を行い、多様な保育ニーズに対応しました。 

（冊子発行：2,300 部） 

○ こども家庭総合支援拠点の整備【こども青少年局区配】（１２，８７５）《１２,５７９》 

  こども家庭支援課に、児童福祉法に基づくこども家庭総合支援拠点機能を整備し、要保護

児童等の支援が必要な子ども・家庭への支援を強化しました。        （10 月） 

また、拠点設置に伴いこれまでの「子ども・家庭支援相談」を発展的に見直し、子ども及び

妊産婦の福祉・保健に関する様々な相談に対し全件を複数の専門職がカンファレンスで方針

決定を行う「こども家庭相談」を開始しました。               （４月） 
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８ 民生委員・児童委員活動支援事業 新規 Ｒ４予算額 Ｒ４決算額 

福祉保健課 １，２６７千円  １，２０８千円 

地域住民の身近な相談役、見守り役を果たす民生委員・児童委員の活動を支援するとともに、

民生委員・児童委員、主任児童委員の担い手の確保に取り組みました。 
 

(1) 退任式典等開催事業（３６７）《３１２》 

民生委員・児童委員及び主任児童委員の一斉改選により任期を終えた委員の退任式等を開

催しました。                             （12 月 20 日） 
 

(2) 担当区域地図更新事業（６００）《６０５》 

民生委員・児童委員が見守り活動などで地域住民宅を訪問する際に使用する担当エリア地

図を更新しました。 
 

(3) 民生委員ホームページ維持管理事業（３００）《２９０》 

民生委員・児童委員活動の事例紹介や情報共有などを目的に活用している外部サイトのホ

ームページの維持・管理委託を行いました。 

○ 生活保護事業【健康福祉局区配・局事業】（２，７９６，６６４）《２，７６６，１３１》 

生活保護法に基づいた、被保護者に対する生活保護費の支給を行いました。 

 （2,346 世帯（3,061 人）） 

○ 生活困窮者自立支援事業【健康福祉局区配・局事業】（４４，８６１）《７，４６９》 

生活困窮者自立支援法に基づき、生活保護に至る前の段階から自立に向けた包括的な相

談支援を実施しました。                   （延相談者 1,111 人） 

○ 寄り添い型生活・学習支援事業【こども青少年局・健康福祉局区配】 

（２７，８１９）《２６，０７２》 

生活保護世帯及び経済的困窮状態にある世帯の小中学生に対する生活・学習支援を実施し

ました。また、高校に行っていない子どもを含めた高校生世代に対し、将来の選択肢の幅を

広げるための情報提供等の支援を実施しました。 

・生活支援事業：小中学生を対象に、区内１か所で実施（利用者１人あたり週２回） 

（利用登録者 22 人、延利用者 1,323 人） 

・学習支援事業：高校進学を希望する中学生及び高校生世代を対象に、区内２か所で実施 

利用者１人あたり週２回 

利用登録者 54 人、延利用者 1,903 人 

○ 就労困難な若者の社会参加促進事業【健康福祉局区配】（８０７）《７９０》 

不登校やひきこもり等の経験をもつ就労困難な生活保護受給中の若者及び生活困窮の若者

を対象に、個別相談及び地域の社会資源を活用した社会参加促進プログラム事業を実施    

しました。                                  （利用者 18 人、延利用者 136 人） 



令和６年度 泉区予算編成の考え⽅（案） 

 
泉区では、「みらいへ進もう！地域とともに」を区⺠の皆様との共通⽬標とし、「泉区に住

み続けたい・住むなら泉区」、「⼦育てに優しいまち泉区」を実感していただけるよう、未来
に向けたまちづくりを進めてきました。 

令和６年度以降、ゆめが丘駅周辺の開発・⼤規模商業施設の開業に続き、令和８年度には
区制 40 周年が控えています。さらに、その翌年には国際園芸博覧会が開催されるなど、泉
区全体の賑わい創出に向け、⼀丸となって取り組んでいく必要があります。 

また、「中期計画」の基本戦略の実現と「⼦育てに優しいまち泉区」を⽬指し、ゆとりを
もって安⼼して⼦育てができる居場所や環境が充実し、あらゆる世代が繋がり、共感しあえ
る地域であるよう、必要な施策を展開していく必要があります。 

令和６年度の予算編成にあたっては、「財政ビジョン」、「⾏政運営の基本⽅針」を踏まえ、
「市⺠⽬線」を意識し前例に捉われない議論、創造と転換による歳出改⾰、適切なデータを
活⽤したスキームの構築などを意識して、すべての事務事業の⾒直しを⾏います。 

 

資料３ 



資料４ 

泉区内の道路標示の補修等にかかる対応について（報告） 

 

【趣 旨】 

・泉区内の公道はおよそ 440ｋｍであり、泉土木事務所、神奈川県警察ではそれぞれ法律に

基づき所管する道路標示等の維持管理を行っています。 

・道路標示の補修等について、毎年度、スクールゾーン協議会や区民等から要望をいただい

ており、その対応状況について報告します。 

 

１ 基本的な対応 

(1) 泉土木事務所では、道路法に基づく道路管理者として道路標示の維持管理を行って  

おり、自ら実施する道路パトロールやハマロードサポーターからの情報提供、   

区民からの要望等を踏まえ、対応しています。 

  〇 所管する道路標示 

    「外側線」「センターライン(白)」「グリーンベルト」「交差点マーク」 

    「導流帯(ゼブラ)」等 

(2) 神奈川県警察では、道路交通法に基づき都道府県公安委員会からの委任を受けて、 

主に交通規制に係る道路標示を維持管理しています。 

  〇 所管する道路標示 

    「横断歩道」「停止線」「とまれ」「最高速度」「駐停車禁止」 

「センターライン(黄)」等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外側線が薄い 

外側線が消えている 

写真１ 外側線の劣化 

センターラインが消えている 

写真２ センターラインの劣化 



２ 道路標示にかかる対応状況 

(1) 泉区(土木事務所)における施工状況(R4 年度概数) 

・道路標示の補修、新設を実施 

 

 

 

 

・舗装の補修工事に併せて、道路標示の復旧として       

横断歩道等の補修を実施 

 

 

 

 

 (2)スクールゾーン協議会の要望と土木事務所の対応状況 

毎年度、各校で構成されるスクールゾーン協議会(以下「SZ 協」)より道路標示に    

関する要望をいただき、既設の道路標示の劣化状況や道路形態、交通量などの現場 

状況を踏まえ対応しています。 

◇ SZ 協構成数  19 校（うち泉区内 15 校） 

         【令和４年度要望(SZ 協) 全体 136 件のうち道路標示 42 件の内訳】 

     

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の対応の考え方 

〇子育てに優しいまち泉区に向けて、歩車分離されていない道路や通学路を 

重点的に対応します。 

 〇地方財政法の趣旨に鑑み、適切に対応するとともに、区と警察の情報共有や 

施工調整など、県市連携を密に効率的な対応を図ります。 

外側線・センターライン（白） 約 10,000ｍ 

グリーンベルト 約 1,050ｍ 

交差点マーク 約 15 か所 

横 断 歩 道 約 40 個所 

停 止 線 約 60 個所 

止 ま れ 約 20 個所 

     対 応 

主な要望 
R4 

R5 

（予定） 
R6 以降 

実施なし 

(※) 
計 

外側線・ 

センターライン（白） 
6 件 １ ４ ３ 14 

グリーンベルト 7 件 ３ ２ ４ 16 

交差点マーク 11 件 － － １ 12 

計 24 件 ４ ６ ８ 42 

写真 3 道路標示(完成) 

横断歩道 

停止線 

写真 4 道路標示完成 

停止線 

※設置基準に不適合、危険度が増す恐れがあるなどの判断で「実施なし」としたもの 
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